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震
災
後
の
新
規
制
基
準
下
で
国
内
初

川
内
原
発
１
号
機 

再
稼
働

　

本
年
末
パ
リ
で
開
か
れ
る

国
連
の
気
候
変
動
枠
組
み
条

約
第
21
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
21
）
に
先
立
っ
て
、
各

国
に
は
２
０
２
０
年
以
降
の

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を

含
む
約
束
草
案
の
提
出
が
求

め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
受

け
日
本
は
、
２
０
３
０
年
度

20
％
を
超
え
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
導
入
で
あ

る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
他
の
電
源
と
違
い
、
気

候
、
天
候
に
よ
っ
て
発
電
出

力
が
大
き
く
変
動
す
る
。
こ

れ
が
電
力
系
統
の
周
波
数
変

動
、
電
圧
変
動
、
送
配
電
線

の
潮
流
変
動
な
ど
を
引
き
起

こ
し
、
電
力
の
安
定
供
給
を

悪
化
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
か

ら
だ
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
日
本
で

は
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
、
エ
コ
シ
テ
ィ
ー
、
コ

ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
な
ど
と
呼

ば
れ
る
新
た
な
電
力
供
給
形

態
が
模
索
さ
れ
て
き
た
。
こ

れ
ら
は
特
定
地
域
に
導
入
さ

れ
る
分
散
型
電
源
や
需
要
家

機
器
を
協
調
制
御
す
る
こ
と

で
、
出
力
変
動
の
影
響
を
最

小
化
さ
せ
た
り
、
事
故
時
に

自
立
運
転
を
行
っ
て
地
域
系

統
の
安
定
供
給
を
向
上
さ
せ

る
方
式
で
あ
る
。

　

同
時
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
出
力
変
動
を
吸
収
す

る
た
め
、
需
要
家
側
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
技

術
の
開
発
も
進
ん
で
い
る
。

需
要
家
の
設
備
を
制
御
し
、

変
動
吸
収
と
と
も
に
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
も
貢
献
す
る
技
術

で
、
系
統
情
報
・
気
象
情
報
・

電
力
価
格
情
報
に
基
づ
く
制

御
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め

の
主
要
要
素
に
は
、
情
報
通

信
技
術
、
蓄
電
池
、
デ
マ
ン

ド
レ
ス
ポ
ン
ス
（
需
要
家
応

答
）、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
エ
ネ
ル
ギ

ー
管
理
シ
ス
テ
ム
）が
あ
る
。

特
に
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
統
括
的
な
電

力
制
御
の
た
め
に
重
要
で
、

対
象
と
な
る
地
域
や
施
設
内

の
電
化
製
品
、
給
湯
器
、
太

陽
光
発
電
、
燃
料
電
池
、
空

調
シ
ス
テ
ム
、
さ
ら
に
は
電

動
車
両
な
ど
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
制
御
す
る
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
な
お
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
、

地
域（Community

）
に
適

用
す
る
な
ら
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ（
セ

ム
ス
）、
住
宅（Home

）
な
ら

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ（
ヘ
ム
ス
）、
ビ

ル（Building

）
は
Ｂ

Ｅ
Ｍ
Ｓ（
ベ
ム
ス
）、

工
場
（Factory

）
は

Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ｓ（
フ
ェ
ム

ス
）と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

削
減
目
標
の
実
現
に
向
け

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

大
量
導
入
に
は
、
こ
う
し
た

地
域
型
の
新
し
い
電
力
供
給

形
態
や
精
緻
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
技
術
の
実
用
化
が
不
可

欠
で
あ
る
。

▼
気
候
変
動
枠
組
み
条
約

第
21
回
締
約
国
会
議

　

略
称
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
。
１

９
９
２
年
の
地
球
サ
ミ
ッ

ト
で
採
択
さ
れ
た
「
気
候

変
動
枠
組
み
条
約
」
の
締

約
国
が
集
ま
り
、
地
球
温

暖
化
対
策
な
ど
を
話
し
合

う
21
回
目
の
国
際
会
議
。

１
９
９
５
年
の
第
１
回

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
）
か
ら
毎
年

開
か
れ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
で
は
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
を
義
務
づ
け
た
京

都
議
定
書
が
採
択
さ
れ
、
多

く
の
先
進
国
が
参
加
し
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
は
先
進
国
だ
け

で
な
く
全
締
約
国
が
参
加
す

る
枠
組
み
づ
く
り
を
目
指

す
。
条
約
事
務
局
は
各
国
か

ら
提
出
さ
れ
た
約
束
草
案
を

ま
と
め
11
月
ま
で
に
統
合
報

告
書
を
作
成
す
る
。

▼ｐ
ｐ
ｍ

　

百
分
率
の
「
％
」
に
相
当

す
る
百
万
分
率
の
単
位
。
英

語
で
１
０
０
万
分
の
１

を
意
味
す
る
「parts per 

million

」
の
頭
文
字
を
と

っ
た
。
大
気
中
の
気
体
の

濃
度
や
重
量
比
の
単
位
な

ど
に
用
い
ら
れ
る
。

　

１ｐ
ｐ
ｍ
は
０
・
０
０

０
１
％
に
相
当
。
大
気
の

入
っ
た
１
㍍
角
の
箱
に
、

１
㌢
㍍
角
（
サ
イ
コ
ロ
程

度
の
大
き
さ
）
の
小
さ
な

箱
の
中
の
気
体
を
広
げ
た

状
態
が
１ｐ
ｐ
ｍ
（
体
積

濃
度
が
１
０
０
万
分
の

１
）
に
な
る
。

同
意
を
得
た
。
国
内
で
は
こ

れ
ま
で
「
原
発
ゼ
ロ
」
の
状

態
が
続
い
て
い
た
が
、
今
回

の
再
稼
働
で
約
２
年
ぶ
り
に

解
消
さ
れ
た
。

　

川
内
原
発
１
号
機
が
初
め

て
営
業
運
転
を
開
始
し
た
の

は
、
１
９
８
４
年
７
月
。
そ

の
後
、
２
０
１
１
年
５
月
に

定
期
検
査
の
た
め
稼
働
を
止

め
て
以
来
、
停
止
状
態
の
ま

動
、
各
種
の
検
査
を
行
い
な

が
ら
発
電
す
る
調
整
運
転
を

開
始
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
後
、
２
０

１
３
年
７
月
に
施
行
さ
れ
た

新
規
制
基
準
下
で
の
国
内
初

の
稼
働
と
な
っ
た
。
原
子
力

規
制
委
員
会
の
審
査
に
合
格

し
た
の
は
２
０
１
４
年
９

月
。
そ
の
後
、
鹿
児
島
県
や

薩
摩
川
内
市
か
ら
再
稼
働
の

　

２
０
１
５
年
８
月
、
九
州

電
力
は
、
鹿
児
島
県
薩
摩
川

内
市
に
あ
る
川
内
原
子
力
発

電
所
１
号
機
を
再
稼
働
さ
せ

た
。
核
分
裂
を
抑
え
て
い
た

制
御
棒
を
抜
き
原
子
炉
を
起

ま
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
約
４

年
ぶ
り
に
１
号
機
の
原
子
炉

は
起
動
し
た
。

　

当
初
、
調
整
運
転
か
ら
営

業
運
転
に
移
行
す
る
の
は
９

月
上
旬
と
予
定
さ
れ
て
い
た

が
、８
月
20
日
に
復
水
器（
発

電
に
使
っ
た
蒸
気
を
水
に
戻

す
装
置
）
に
海
水
が
混
じ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
た
め

工
程
は
見
直
さ
れ
た
。
九
州

電
力
は
運
転
継
続
に
支
障
は

な
く
、
周
辺
環
境
へ
の
放
射

性
物
質
の
影
響
も
な
い
と
発

表
。
９
月
８
日
現
在
、
調
整

運
転
を
続
け
て
い
る
。

故
馬
本
英
夫
会
長
を「
偲
ぶ
会
」

Techno V
iew

第
１
回 

環
境
基
本
法

特
集 

日
本
テ
ク
ノ
新
卒
者
採
用
情
報

ポ
イ
ン
ト
解
説 

環
境
の
法
律

に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を

２
０
１
３
年
度
比
で
26
％
削

減
す
る
目
標
を
決
め
た
。

　

前
提
と
な
る
２
０
３
０
年

の
電
源
構
成
は
発
電
時
に
二

酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２

）を
出
さ

な
い
原
子
力
と
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
合
計
が
44
％
、
天
然

ガ
ス
火
力
が
27
％
、

石
炭
火
力
が
26
％
、

石
油
火
力
が
３
％
。

こ
れ
ら
に
よ
り
エ
ネ

ル
ギ
ー
起
源
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
は
２
０
１
３
年
比
で
20
％

程
度
の
削
減
に
な
り
、
加
え

て
森
林
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

の
吸

収
や
代
替
フ
ロ
ン
対
策
な
ど

の
積
み
上
げ
で
目
標
を
達
成

す
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
懸
念
さ
れ
る
の
が

電気管理技術者
求人サイト

　

２
０
１
５
年
７
月
、
政
府
は
国
内
の

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を
定
め
た

「
日
本
の
約
束
草
案
」
を
決
定
し
、
国

連
へ
提
出
し
た
。
年
末
に
開
か
れ
る
国

連
の
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
21
回
締

約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
：
左
欄
用
語
解

説 

）
で
は
、
各
国
が
提
出
し
た
約

束
草
案
に
基
づ
い
て
、
地
球
温
暖
化
対

策
に
お
け
る
２
０
２
０
年
以
降
の
国
際

的
枠
組
み
が
議
論
さ
れ
る
。ア
メ
リ
カ
、

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）、
中
国
、
ロ
シ
ア

な
ど
は
日
本
よ
り
先
に
約
束
草
案
を
提

出
し
て
い
た
。

　

日
本
が
掲
げ
た
目
標
は
、
温
室
効
果

ガ
ス
を
２
０
３
０
年
度
に
２
０
１
３
年

度
比
で
26
％
削
減
す
る
こ
と
。
こ
れ
ま

る
こ
と
で
削
減
幅
を
大
き
く
見
せ
る
狙

い
が
あ
る
。
同
じ
基
準
年
で
比
較
す
る

と
日
本
の
削
減
率
は
欧
米
よ
り
も
多
く

な
る
。

　

目
標
は
、
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の

導
入
、
産
業
・
オ
フ
ィ
ス
・
家
庭
・
運

輸
な
ど
部
門
ご
と
の
省
エ
ネ
対
策
、
森

林
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
な
ど
を
積
み
上

げ
て
策
定
し
て
お
り
、
実
現
可
能
な
も

の
だ
と
し
て
い
る
。
約
束
草
案
の
原
案

は
６
月
に
発
表
さ
れ
、
そ
の
後
約
１
カ

で
基
準
に
し
て
き
た
２
０
０
５
年
度
比

で
は
25
・
４
％
に
な
る
。
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
換
算
の
総
排
出
量
は
10
億

４
２
０
０
万
㌧
。
基
準
年
を
２
０
１
３

年
と
し
た
の
は
、
原
発
停
止
で
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
が
増
加
し
た
年
と
比
べ

国
際
会
議
で
次
期
枠
組
み
議
論

月
間
、
国

民
か
ら
の

意
見
募
集

（
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
行
い
決
定
さ
れ
た
。

こ
こ
に
は
１
９
８
２
件
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　

約
束
草
案
の
提
出
後
、
政
府
は
具
体

的
な
施
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
地
球

温
暖
化
対
策
計
画
」
を
策
定
す
る
。

環境政策最前線
識者COLUMN

特
集 

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協

日
電
協
会
員
１
０
０
０
名
を
突
破
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秋
の
大
型
連

休
は
土
曜
を
含

め
５
日
間
あ
っ

た
。
今
年
は
暦

が
絶
妙
な
日
の

並
び
を
用
意
し
て
く
れ
た
。

▼
敬
老
の
日
と
秋
分
の
日
を

含
む
こ
の
連
休
は
歴
史
が
浅

い
。成
立
は
今
回
が
２
度
目
。

連
休
成
立
の
要
因
は
３
つ
。

一
つ
は
敬
老
の
日
が
毎
年
移

動
す
る
こ
と
。
以
前
の
９
月

15
日
か
ら
２
０
０
３
年
よ
り

第
３
月
曜
に
な
っ
た
。
２
つ

目
も
変
わ
る
日
付
。
秋
分
の

日
は
太
陽
を
め
ぐ
る
地
球
の

公
転
を
国
立
天
文
台
が
計
算

し
、前
年
に
正
式
決
定
す
る
。

地
球
の
運
行
状
態
は
常
に
変

化
す
る
の
で
、
そ
れ
に
応
じ

た
日
付
に
な
る
。
３
つ
目
は

休
日
を
定
め
る
法
律
。
１
９

８
５
年
、
憲
法
記
念
日
と
こ

ど
も
の
日
に
挟
ま
れ
た
５
月

４
日
を
休
み
に
す
る
た
め

「
祝
日
に
挟
ま
れ
た
日
を
休

日
」
に
す
る
祝
日
法
が
施
行

さ
れ
た
。
だ
が
そ
の
後
、
５

月
４
日
は
正
式
に
祝
日
（
み

ど
り
の
日
）
に
な
り
、
し
ば

ら
く
の
間
、
法
律
に
該
当
す

る
休
日
は
な
か
っ
た
。

▼
２
０
０
９
年
９
月
、
先
の

２
つ
の
要
因
が
第
３
月
曜
の

21
日
を
敬
老
の
日
、
秋
分
の

日
を
23
日
に
し
、
挟
ま
れ
た

22
日
が
５
月
４
日
以
外
で
初

め
て
祝
日
法
の
休
日
に
適
用

さ
れ
た
。
そ
の
次
が
今
年
。

大
げ
さ
に
い
え
ば
宇
宙
の
法

則
と
人
が
つ
く
る
制
度
と
の

織
り
な
し
が
導
く
連
休
だ
。

▼
暦
に
は
自
然
の
理
と
人
の

知
恵
が
同
居
す
る
。
小
社
制

作
の
エ
コ
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は

今
年
も
多
く
の
自
然
を
愛
で

る
コ
ピ
ー
が
寄
せ
ら
れ
た
。

暦
の
不
思
議
を
思
い
つ
つ
、

完
成
を
待
ち
望
ん
で
い
る
。

電
力
事
業
者 
35
％
排
出
削
減

出
力
変
動
対
応
策
や
地
域
間

連
系
線
を
活
用
し
た
風
力
発

電
の
導
入
拡
大
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
。
需
要
家
の
省
エ
ネ

を
後
押
し
す
る
ス
マ
ー
ト
メ

▼
電
気
事
業
連
合
会

　

大
手
電
力
会
社
で
つ
く
る

法
人
格
を
も
た
な
い
業
界
団

体
。
１
９
５
２
年
、「
電
気

事
業
の
健
全
な
発
展
」
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、北
海
道
、

東
北
、
東
京
、
中
部
、
北
陸
、

関
西
、
中
国
、
四
国
、
九
州

の
９
電
力
会
社
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
た
。
２
０
０
０
年
に

沖
縄
電
力
が
加
入
し
、
現
在

の
10
電
力
体
制
に
な
っ
た
。

略
称
で
は
、
電
事
連
と
呼
ば

れ
る
。

　

電
気
事
業
に
関
す
る
調
査

研
究
や
広
報
活
動
の
ほ
か
、

電
力
会
社
間
の
情
報
交
換
や

意
見
交
換
な
ど
を
行
う
。
政

ー
タ
ー
の
導
入
推
進
や
、
排

出
削
減
活
動
の
技
術
・
ノ
ウ

ハ
ウ
を
海
外
に
展
開
す
る
活

動
も
加
え
た
。
中
長
期
の
取

り
組
み
と
し
て
、
電
力
需
給

両
面
に
お
け
る
環
境
保
全
の

た
め
の
革
新
的
な
技
術
開
発

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
も
記

載
し
て
い
る
。

　

発
表
し
た
行
動
計
画
や
目

っ
て
、
必
要
が
あ
れ
ば
見
直

し
て
い
く
と
い
う
。

　

発
表
時
点
の
参
加
企
業
は

35
社
。
大
手
電
力
と
新
電
力

に
加
え
電
源
開
発
（
Ｊ
パ
ワ

ー
）
と
日
本
原
子
力
発
電
の

２
社
も
参
加
し
た
。
販
売
電

力
量
で
の
カ
バ
ー
率
は
99
％

に
な
る
が
、
今
後
も
参
加
希

望
の
企
業
が
あ
れ
ば
受
け
入

れ
、
開
か
れ
た
枠
組
み
に
し

て
い
く
。

標
は
、
実
効
性
の
あ
る
も
の

か
ど
う
か
毎
年
度
確
認
し
、

そ
の
結
果
を
翌
年
度
以
降
に

つ
な
げ
る
。
技
術
開
発
の
動

向
や
事
業
環
境
の
変
化
に
よ

の
は
、
先
に
経
済
産
業
省
が

発
表
し
た
「
長
期
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
給
見
通
し
」【
２
面
に

関
連
記
事
を
掲
載
】
で
、
こ

こ
で
想
定
し
て
い
る
２
０
３

０
年
度
の
電
力
需
要
と
電
力

由
来
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
か
ら

今
回
の
目
標
と
な
る
排
出
係

数
を
算
出
し
た
。

　

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

取
り
組
み
に
は
、
原
子
力
発

電
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
、
火
力
発
電
の
高
効

率
化
、
省
エ
ネ
サ
ー
ビ
ス
の

促
進
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
は
、
太
陽
光
発
電
の

　

自
主
目
標
は
、
２
０
３
０

年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
を
２
０
１
３
年
度
比
で
約

35
％
削
減
す
る
と
い
う
も

の
。
具
体
的
に
は
、
電
力
販

売
量
１
㌔
㍗
時
当
た
り
の
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出

量
（
排
出
係
数
）
を
、
２
０

１
３
年
度
の
０
・
57
㌔
㌘
か

ら
、
２
０
３
０
年
度
に
０
・

37
㌔
㌘
に
減
ら
す
。同
時
に
、

火
力
発
電
所
の
新
設
時
は
利

用
可
能
な
最
新
技
術
を
活
用

す
る
な
ど
で
最
大
約
１
１
０

０
万
㌧
の
排
出
削
減
に
つ
な

げ
る
。

　

自
主
目
標
の
前
提
に
し
た

大
手
電
力
と
新
電
力 
共
同
で
自
主
目
標
を
発
表

　

２
０
１
５
年
７
月
、
電
気
事
業
連
合
会
加
盟
の
大
手
電
力
10
社
や
特
定
規
模
電
気
事
業

者
（
新
電
力
）
の
有
志
23
社
な
ど
が
共
同
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
自
主
目
標
を
発
表
し

た
。
大
手
電
力
と
新
電
力
が
共
通
の
環
境
目
標
を
策
定
し
た
の
は
初
め
て
。
３
月
に
自
主
的

枠
組
み
の
検
討
会
を
発
足
し
、
今
回
の
発
表
に
至
っ
た
。

電気事業における低炭素社会実行計画

自主目標参加事業者（発表時点）

府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
な
ど

に
対
し
、
電
力
業
界
を
代
表

し
て
意
見
を
表
明
す
る
機
関

で
も
あ
る
。

　

所
在
地
は
東
京
都
千
代
田

区
の
経
団
連
会
館
内
。

2015年夏季号 クロスワードパズルの答え

答えは「コンポスト」でした。
多数のご応募ありがとうございました。

の
第
３
弾
の
法
改
正
で
改
革

の
総
仕
上
げ
と
な
る
。

　

第
１
弾
改
正
で
は
、
全
国

的
な
電
力
需
給
の
調
整
を
す

る
「
電
力
広
域
的
運
営
推
進

機
関
」
の
設
立
を
決
め
、
２

０
１
５
年
４
月
か
ら
始
動
し

た
。
第
２
弾
改
正
で
は
電
力

小
売
り
全
面
自
由
化
を
決

め
、
２
０
１
６
年
４
月
か
ら

　

大
手
電
力
会
社
の
送
配
電

部
門
を
分
離
し
て
２
０
２
０

年
４
月
か
ら
別
会
社
に
す
る

こ
と
を
定
め
た
改
正
電
気
事

業
法
が
第
１
８
９
回
通
常
国

会
で
成
立
し
た
。
電
力
の
安

定
供
給
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
選
択

の
自
由
度
拡
大
、
料
金
抑
制

な
ど
を
目
指
す
電
力
シ
ス
テ

ム
改
革
の
一
環
。
今
回
は
そ

ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

こ
の
小
売
り
全
面
自
由
化

に
際
し
て
は
、
新
た
な
事
業

者
（
新
電
力
）
が
公
平
な
立

場
で
電
力
市
場
に
参
入
で
き

る
土
台
が
必
要
だ
。
新
電
力

が
電
気
を
販
売
す
る
た
め
に

は
、
大
手
電
力
会
社
が
持
つ

送
電
線
や
電
柱
な
ど
の
送
配

電
網
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
競
合
相
手
の
保
有

す
る
設
備
で
は
中
立
性
を
損

う
可
能
性
が
あ
る
。
大
手
電

力
会
社
が
自
ら
の
送
電
を
優

先
し
た
り
、
送
電
事
業
で
得

た
情
報
を
営
業
活
動
に
利
用

す
る
な
ど
と
い
っ
た
懸
念
で

あ
る
。
こ
れ
を
払
拭
す
る
た

め
、
大
手
電
力
会
社
の
送
配

電
部
門
を
分
離
す
る
の
が
第

３
弾
改
正
だ
。
分
離
さ
れ
る

送
配
電
会
社
の
中
立
性
を
確

保
す
る
た
め
、
有
識
者
で
構

成
す
る
監
視
委
員
会
も
設
置

す
る
。

　

第
３
弾
改
正
に
は
小
売
り

自
由
化
開
始
後
に
一
部
残
さ

れ
る
料
金
規
制
の
解
除
に
関

す
る
内
容
も
盛
り
込
ん
だ
。

自
由
化
後
一
定
の
期
間
は
需

要
家
保
護
の
た
め
、
国
が
家

庭
向
け
電
気
料
金
を
認
可
す

る
制
度
が
残
さ
れ
る
が
、
市

場
競
争
の
進
展
を
判
断
し
た

う
え
で
、
こ
の
経
過
措
置
を

解
除
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

時
期
は
発
送
電
分
離
と
同
時

か
そ
れ
以
降
と
な
る
。

発
送
電
分
離
2020
年
に 

改
正
電
事
法
成
立

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革 

第
３
段
階
の
総
仕
上
げ

九州電力 川内原子力発電所１号機

温暖化対策2030年度目標 2013年比

●  2030 年度に電力販売量1kWh 当たりの
CO2排出量を0.37kgと目標設定。

●  火力発電所の新設などには、経済的に利用
可能な最良の技術（BAT）を活用するといっ
た取り組みで、最大約1100万 t の排出削
減を見込む。

　

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え

は
左
の
と
お
り
で

す
。
グ
レ
ー
の
二
重

囲
み
マ
ス
に
あ
る
５

つ
の
文
字
を
組
み
合

わ
せ
た「
コ
ン
ポ
ス
ト
」

が
正
解
。
今
回
も
、
８

面
に
楽
し
い
パ
ズ
ル
を

用
意
し
ま
し
た
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

※ 川内原発2号機の営業運転開始は1985年
11月。出力や原子炉型などは１号機と同じ。
１号機は2011年５月、２号機は同年９月に
定期検査のため停止していた。

削
減
目
標
の
実
現
に
不
可
欠
な
も
の

ル 　 カ ブ ト
ス オ ー 　 ビ
イ コ 　 ポ ウ
ン サ ン ス 　
グ 　 ガ ト ウ

発行元 日本テクノ株式会社

www.n-techno.co.jp

東京都新宿区西新宿1-25-1 新宿センタービル51階

0120 ー 308 ー 512

送配電部門を法的に分離する

送
配
電
会
社

新電力

新電力

発電会社

送
配
電
部
門

発
電
部
門

大手電力会社

需
要
家

需
要
家

電力システム改革

別会社に

こ
れ
ま
で

２
０
２
０
年
４
月
か
ら

大手電力ほか 新電力

北海道電力 イーレックス 伊藤忠エネクス

東北電力 出光グリーンパワー F-Power

東京電力 エネサーブ エネット

中部電力 大阪ガス オリックス

北陸電力 関電エネルギーソリューション サミットエナジー

関西電力 JX日鉱日石エネルギー 昭和シェル石油

中国電力 新日鉄住金エンジニアリング ダイヤモンドパワー

四国電力 テス・エンジニアリング テプコカスタマーサービス

九州電力 東京ガス 日本テクノ

沖縄電力 日本ロジテック協同組合 プレミアムグリーンパワー

電源開発 丸紅 三井物産

日本原子力発電 ミツウロコグリーンエネルギー

所在地 鹿児島県薩摩川内市久見
崎町字片平山1765-3

用地面積 約145万㎡（２号機含む）

電気出力 89万 kW

原子炉型式 軽水減速・軽水冷却加圧
水型

燃料 低濃縮（約４～５％）
二酸化ウラン

燃料装荷量 約74トン

営業運転開始 １984年７月

モバイル版オープン！

http://www.n-techno.co.jp/index.html
https://www.nichidenkyo.jp/
http://www.n-techno.co.jp/recruit/index.html
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://econews.jp/index.html
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電
気
を
販
売
す
る
の
に
必
要
な

の
は
「
届
出
」
だ
け
だ
っ
た
。

そ
れ
が
、
範
囲
限
定
の
な
く
な

る
全
面
自
由
化
以
降
は
、
大
手

電
力
会
社
も
、
新
電
力
も
、
同

じ
「
小
売
電
気
事
業
者
」
と
し

て
経
済
産
業
省
に
「
登
録
」
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　

登
録
に
際
し
て
は
、
供
給
す

る
需
要
家
の
最
大
需
要
電
力
の

見
込
み
、
供
給
体
制
、
苦
情
対

応
体
制
を
提
示
し
た
申
請
を
行

う
。
経
済
産
業
大
臣
が
そ
の
申

請
内
容
を
審
査
し
、
承
認
さ
れ

て
は
じ
め
て
「
小
売
電
気
事
業

者
」
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き
る
と

い
う
制
度
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
申

請
す
る
供
給
計
画
が
最
大
需
要

に
見
合
わ
な
い
な
ど
何
ら
か
の

不
備
が
あ
れ
ば
、
承
認
は
得
ら

れ
ず
、
電
気
の
小
売
り
は
で
き

な
い
。

　

日
本
テ
ク
ノ
は
、
こ
の
よ
う

な
一
定
の
ハ
ー
ド
ル
を
示
し
て

い
る
登
録
制
度
を
、
正
し
い
規

制
と
考
え
る
。

　

電
気
は
、
堅
固
な

イ
ン
フ
ラ
と
み
な
し

安
定
供
給
さ
れ
る
べ

き
も
の
だ
。
電
気
を

販
売
す
る
企
業
は
、

そ
ん
な
商
品
特
性
を

常
に
念
頭
に
置
き
、

事
業
を
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
一
般
の
商
品
販

売
と
同
様
に
考
え
て

は
い
け
な
い
と
自
ら

を
戒
め
て
い
る
。

　

時
と
し
て
一
般
の

商
品
販
売
で
は
、「
生

産
が
追
い
つ
か
な
い

の
で
、
明
後
日
に
お

送
り
し
ま
す
」「
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

故
障
の
商
品
は
修
理
窓
口
に
お

預
け
く
だ
さ
い
。
最
大
で
も
１

週
間
後
に
は
返
却
で
き
ま
す
」

な
ど
の
対
応
が
な
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
商
品
を
通
常
よ

り
安
価
で
入
手
で
き
た
消
費
者

な
ら
、
そ
う
し
た
対
応
も
多
く

は
仕
方
な
い
と
諦
め
て
く
れ
る

だ
ろ
う
。
人
気
の
商
品
だ
か
ら

や
む
を
得
な
い
と
少
し
の
時
間

な
ら
我
慢
し
て
く
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

だ
が
、
こ
う
し
た
例
を
、
電

気
と
い
う
商
品
を
扱
う
事
業
に

当
て
は
め
て
よ
い
の
だ
ろ

う
か
。

　

東
日
本
大
震
災
後
の
電

力
不
足
に
よ
り
、
東
京
電

力
管
内
で
は
計
画
停
電
が

実
施
さ
れ
た
。
該
当
区
域

に
な
っ
た
需
要
家
は
、
電

気
の
な
い
数
時
間
を
ど
う

や
り
繰
り
す
る
か
、
深
刻

な
対
応
を
迫
ら
れ
た
。
そ

の
窮
迫
の
時
間
は
、
人
気

商
品
の
納
品
を
待
つ
時
間

と
決
し
て
同
じ
も
の
で
は

な
い
は
ず
だ
。震
災
以
降
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
が
重

視
さ
れ
、
そ
れ
を
も
と
に

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が

と
ら
れ
て
い
る
の
も
、
現

代
社
会
に
と
っ
て
電
気

は
、
ひ
と
時
も
欠
か
し
て
は
な

ら
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。

　

全
面
自
由
化
に
当
た
っ
て
の

小
売
電
気
事
業
者
の
登
録
制
度

は
、
需
要
家
が
電
気
を
安
心
し

て
使
え
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
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世
界
の
気
温
が
統
計
開
始
の

１
８
９
１
年
以
来
、
最
も
高
い

値
に
な
っ
た
│
│
そ
ん
な
デ
ー

タ
を
掲
載
し
た
「
気
候
変
動
監

視
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
４
」
が
２

０
１
５
年
７
月
、
気
象
庁
か
ら

発
表
さ
れ
た
。

　

２
０
１
４
年
の
世
界
の
年
平

均
気
温
は
平
年
に
比
べ
０
・
27

℃
高
か
っ
た
。
こ
の
年
平
均
気

温
は
１
０
０
年
当
た
り
０
・
70

℃
上
昇
し
て
お
り
、
特
に
最
近

約
30
年
の
上
昇
率
は
地
球
上
の

多
く
の
地
域
で
、
以
前
よ
り
も

大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
２
０
１
４
年
平
均
気

温
は
、平
年
と
比
べ
プ
ラ
ス
０
・

14
℃
。
過
去
18
番
目
に
高
い
値

だ
っ
た
。
世
界
と
同
様
、
日
本

の
平
均
気
温
も
上
昇
し
て
お

り
、
１
０
０
年
当
た
り
１
・
14

Ｏ
２

）
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス

増
加
に
伴
う
地
球
温
暖
化
の
影

響
と
周
期
的
に
繰
り
返
さ
れ
る

自
然
変
動
が
重
な
っ
た
結
果
と

み
て
い
る
。

　

レ
ポ
ー
ト
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２

濃

度
の
経
年
変
化
の
状
況
も
分
析

し
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
は
長

期
的
に
増
加
し
て
お
り
、
２
０

１
３
年
の
濃
度
は
３
９
６
・
０

ｐ
ｐ
ｍ
で
、
前
年
か
ら
２
・
９

ｐ
ｐ
ｍ
増
え
た
。
産
業
革
命
以

　

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
電
力

小
売
り
が
全
面
自
由
化
さ
れ

る
。
わ
ず
か
半
年
後
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
先
立
つ
２
０
１
５
年

８
月
、
電
力
小
売
り
を
行
う
事

業
者
の
「
登
録
」
が
開
始
さ
れ

た
。
こ
れ
ま
で
電
力
を
販
売
す

る
事
業
者
に
は
、
東
京
電
力
な

ど
大
手
10
社
の
「
一
般
電
気
事

業
者
」
と
、
新
電
力
と
呼
ば
れ

る
「
特
定
規
模
電
気
事
業
者
」

の
２
種
類
が
あ
っ
た
。
自
由
化

の
範
囲
が
限
定
さ
れ
て
い
た
こ

の
時
点
で
は
、
新
電
力
と
し
て

降
の
増
加
率
は
42
％
に
な
る
。

最
近
10
年
の
年
平
均
増
加
量
は

約
２
・
１ｐ
ｐ
ｍ
で
、
１
９
９

０
年
代
の
年
平
均
増
加
量
約

１
・
５ｐ
ｐ
ｍ
よ
り
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
日
本
の
観
測
地
点

に
お
け
る
２
０
１
４
年
速
報
値

の
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
は
、
綾
里
で
４

０
１
・
３ｐ
ｐ
ｍ
、
南
鳥
島
で

３
９
９
・
５ｐ
ｐ
ｍ
、
与
那
国

島
で
４
０
１
・
７ｐ
ｐ
ｍ
。
い

ず
れ
も
前
年
よ
り
増
加
し
、
観

測
開
始
以
来
の
最
高
値
を
記
録

し
た
。（ｐ
ｐ
ｍ
：
１
面
用
語

解
説 
）

℃
上
が
っ
て
い
る
。
季
節
ご
と

の
上
昇
率
で
は
、
春
は
１
・
29

℃
、
夏
は
１
・
06
℃
、
秋
は
１
・

19
℃
、
冬
は
１
・
08
℃
だ
っ
た
。

　

気
象
庁
で
は
近
年
の
気
温
上

昇
の
原
因
を
、二
酸
化
炭
素（
Ｃ

を
包
括
し
た
新
た
な
基
本
法
が
制

定
さ
れ
た
。

　

環
境
基
本
法
は
、
３
章
に
分
か

れ
た
条
文
と
施
行
日
な
ど
を
記
し

た
附
則
か
ら
な
る
。第
１
章
の「
総

則
」
で
示
す
の
は
理
念
と
責
任
。

「
す
べ
て
の
人
が
環
境
か
ら
の
恵

み
を
受
け
、
そ
れ
を
将
来
も
継
続

さ
れ
る
よ
う

に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
」
と
い
っ

た
基
本
理
念

と
、
国
・
地

方
自
治
体
・

事
業
者
・
国

民
の
そ
れ
ぞ

れ
が
環
境
保

全
の
責
任
を

担
う
と
定
め

て
い
る
。

　

第
２
章
は

環
境
保
全
に

関
す
る
基
本

世
界
の
平
均
気
温 
過
去
最
高

２
０
３
０
年
度 

自
給
率
２
割
強
へ

経
産
省
「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
」
を
決
定

eco topicseco topics
「
賢
い
選
択
」
国
民
運
動
始
動

　

政
府
の
主
導
す
る
温
暖
化
対
策

の
た
め
の
新
し
い
国
民
運
動
「
Ｃ

Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
ク
ー

ル
チ
ョ
イ
ス
）」
が
２
０
１
５
年

７
月
か
ら
始
ま
っ
た
。
２
０
３
０

年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
、
26
％

削
減
（
２
０
１
３
年
度
比
）
す
る

目
標
の
達
成
に
向
け
、
政
府
、
事

業
者
、
国
民
が
一
致
団
結
し
て
取

り
組
も
う
と
呼
び
掛
け
る
。

　

政
府
は
以
前
か
ら
、
省
エ
ネ
の

技
術
や
知
恵
な
ど
を
共
有
・
発

信
す
る
気
候
変
動
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
「
Ｆ
ｕ
ｎ 

ｔ
ｏ 

Ｓ
ｈ
ａ
ｒ
ｅ
」

を
展
開
し
て
い
た
。
今
回
の
新
国

民
運
動
で
は
、
そ
う
し
た
知
恵
や

技
術
を
は
じ
め
温
暖
化
防
止
に
役

立
つ
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
行
動
な

ど
を
「
賢
く
選
択
」
し
て
い
く
こ

と
を
促
す
。
エ
コ
カ
ー
や
省
エ
ネ

住
宅
の
購
入
、
高
効
率
の
照
明
や

省
エ
ネ
家
電
へ
の
買
い
換
え
、
公

共
交
通
機
関
の
利
用
、
ク
ー
ル
ビ

ズ
の
実
践
な
ど
を
「
未
来
の
た
め

に
、
い
ま
選
ぼ
う
。」
と
訴
え
る
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地 

50
カ
所
に

　

２
０
１
５
年
６
月
、
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
第
12
回
締
約
国
会
議
が
ウ

ル
グ
ア
イ
で
開
催
さ
れ
た
。
条
約

の
正
式
名
称
は
「
特
に
水
鳥
の
生

息
地
と
し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿

地
に
関
す
る
条
約
」。
会
議
で
は

予
算
や
湿
地
保
全
の
た
め
の
長
期

目
標
な
ど
が
決
議
さ
れ
た
。

　

会
議
開
催
に
合
わ
せ
て
、
日
本

の
４
湿
地 

＝
涸
沼
（
茨
城
県
）、

芳
ヶ
平
湿
地
群
（
群
馬
県
）、
東

よ
か
干
潟
（
佐
賀
県
）、
肥
前
鹿

島
干
潟
（
佐
賀
県
）＝ 

が
新
規
に

登
録
さ
れ
、
既
登
録
の
慶
良
間
諸

島
海
域
（
沖
縄
県
）
は
登
録
面
積

の
拡
大
が
決
ま
っ
た
。
日
本
は
１

９
８
０
年
に
同
条
約
へ
加
入
。
そ

の
際
、
釧
路
湿
原
を
登
録
し
て
い

る
。
今
回
の
新
規
登
録
に
よ
り
日

本
の
登
録
湿
地
数
は
50
カ
所
と
な

り
、
総
面
積
は
14
万
８
０
０
２
㌶

に
な
っ
た
。

自
主
的
取
り
組
み
の
事
例
集

　

２
０
１
５
年
６
月
、
環
境
省
は

「
自
主
的
な
環
境
配
慮
の
取
組
事

例
集
〜
環
境
配
慮
で
三
方
一
両
得

〜
」
を
公
表
し
た
。
環
境
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
る
。

　

施
設
の
建
設
や
イ
ン
フ
ラ
整
備

な
ど
を
行
う
際
、
日
本
で
は
環
境

影
響
評
価
法
な
ど
の
法
規
制
に
則

っ
て
環
境
に
配
慮
し
た
計
画
が
実

施
さ
れ
る
。
だ
が
、
法
令
の
対
象

に
な
ら
な
い
事
業
で
も
、
自
主
的

な
環
境
配
慮
の
取
り
組
み
は
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
事
例

集
は
、
そ
う
し
た
事
業
者
に
よ
る

主
体
的
な
活
動
を
促
進
す
る
目
的

で
つ
く
ら
れ
た
。
高
層
建
築
物
や

商
業
施
設
の
建
設
な
ど
に
お
け
る

11
の
自
主
的
取
り
組
み
の
事
例
を

掲
載
し
て
い
る
。

２
０
４
０
年
度
に
約
80
万
㌧　
太
陽
光
パ
ネ
ル
大
量
廃
棄
へ
の
対
策
を
検
討

　

２
０
１
５
年
６
月
、
環
境
省
は
「
太
陽
光
発
電
設

備
等
の
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
適
正
処
分
に
関

す
る
報
告
書
」
を
公
表
し
た
。
近
い
将
来
、
太
陽
光

発
電
設
備
の
大
量
廃
棄
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
環
境

省
と
経
済
産
業
省
は
２
０
１
３
年
度
か
ら
有
識
者
会

議
を
開
き
、
対
策
を
検
討
し
て
い
た
。
報
告
書
は
そ

の
検
討
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
。

　

２
０
１
２
年
７
月
に
始
ま
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
で
太
陽
光
発
電
設

備
の
導
入
量
は
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
現
在
、
古

く
に
導
入
さ
れ
た
設
備
が
す
で
に
使
用
済
み
で
廃
棄

さ
れ
始
め
て
お
り
、
今
後
排
出
量
は
加
速
度
的
に
増

加
す
る
と
み
ら
れ
る
。
寿
命
を
25
年
と
し
た
場
合
の

推
計
排
出
量
は
２
０
２
０
年
度
で
約
３
０
０
０
㌧
、

２
０
３
０
年
度
で
約
３
万
㌧
、
２
０
４
０
年
度
で
約

80
万
㌧
だ
。
報
告
書
で
は
不
法
投
棄
の
極
小
化
や
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
と
い
っ
た
課
題
を
示
し
た
。

　

環
境
省
で
は
今
後
、
こ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、

撤
去
・
運
搬
・
処
理
方
法
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
策
定
す
る
な
ど
し
て
対
策
を
進
め
て
い
く
。

的
施
策
。「
自
然
」「
生
物
多
様
性
」

「
人
と
自
然
の
触
れ
合
い
」
を
良

好
に
保
つ
と
い
う
指
針
の
も
と
、

環
境
基
本
計
画
や
環
境
基
準
の
策

定
な
ど
を
政
府
に
求
め
、
大
気
汚

染
や
水
質
汚
濁
な
ど
を
防
止
す
る

規
制
措
置
、
さ
ら
に
環
境
教
育
の

推
進
と
い
っ
た
内
容
に
も
触
れ
て

い
る
。
残
る
第
３
章
は
、
環
境
省

に
中
央
環
境
審
議
会
の
設
置
、
地

方
自
治
体
に
も
審
議
会
を
置
く
な

ど
の
組
織
形
態
を
定
め
て
い
る
。

　

環
境
基
本
法
は
、
そ
の
他
の
個

別
法
を
法
的
に
位
置
づ
け
る
役
目

も
果
た
す
。
例
え
ば
１
９
９
７
年

に
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
法
制
化

し
た
「
環
境
影
響
評
価
法
」
は
、

基
本
法
の
第
20
条
で
「
環
境
影
響

評
価
を
推
進
す
る
た
め
国
が
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
」
よ
う
定
め
て

い
る
こ
と
に
基
づ
く
。

　

次
回
以
降
、
基
本
法
か
ら
広
が

る
環
境
関
連
の
法
律
を
個
別
に
解

説
し
て
い
く
。

気候変動監視レポート2014
気象庁発表

　

４
つ
の
視
点
で
は
「
安
全

性
」を
前
提
に
し
た
う
え
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
を
お
お

む
ね
25
％
程
度
（
東
日
本
大

震
災
以
前
を
上
回
る
水
準
）

と
す
る
「
安
定
供
給
」、
電

力
コ
ス
ト
を
現
状
よ
り
も
引

き
下
げ
る
「
経
済
性
」、
欧

米
に
遜
色
の
な
い
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
目
標
を
掲
げ
る

「
環
境
性
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ

目
指
す
。
こ
れ
に
基
づ
く
施

策
を
実
行
し
た
結
果
、
実
現

さ
れ
る
と
予
測
さ
れ
、
達
成

の
指
標
と
も
な
る
の
が
、
今

回
決
定
さ
れ
た
２
０
３
０
年

度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造

で
あ
る
。

　

需
要
の
見
込
み
は
３
億
２

６
０
０
万
㌔
㍑
。
現
状
の
需

要
量
に
年
１
・
７
％
の
経
済

成
長
率
な
ど
を
考
慮
し
て
算

出
し
た
値
か
ら
、
省
エ
ネ
に

よ
る
削
減
量
５
０
３
０
万
㌔

㍑
を
引
い
た
も
の
。
省
エ
ネ

で
約
13
％
の
削
減
を
想
定
し

て
い
る
。
全
体
の
内
訳
は
、

電
力
が
28
％
、
熱
・
ガ
ソ
リ

ン
・
都
市
ガ
ス
な
ど
が
72
％
。

　

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給

の
見
込
み
は
４
億
８
９
０
０

万
㌔
㍑
。
内
訳
は
、
石
油
＝

30
％
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
＝
３
％
、
石

炭
＝
25
％
、
天
然
ガ
ス
＝
18

％
、
原
子
力
＝
10
〜
11
％
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
＝
13

〜
14
％
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

原
子
力
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
合
わ
せ
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
自
給
率
は
24
・
３
％
に
な

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
の
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出

量
は
、
２
０
１
３
年
度
比
で

21
・
９
％
減
と
な
る
。

　

見
通
し
は
電
力
の
電
源
構

成
も
示
し
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
比
率
の
22
〜
24
％
な

ど
を
明
ら
か
に
し
た
。

い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
大
手
電
力
会
社
が
懸
命
に

続
け
て
き
た
安
定
供
給
の
た
め

の
努
力
を
、
新
規
参
入
の
事
業

者
に
も
要
求
す
る
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。
そ
し
て
小
社
は
そ
れ

を
異
存
な
く
受
け
入
れ
る
。

　

お
客
様
の
需
要
を
予
測
し
、

し
っ
か
り
と
し
た
供
給
計
画
を

立
て
る
。
震
災
翌
年
に
運
転
を

開
始
し
た
天
然
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

発
電
所
・
袖
ケ
浦
グ
リ
ー
ン
パ

ワ
ー
に
続
き
、
今
冬
に
は
上
越

グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
で
も
発
電
を

開
始
す
る
。
自
社
電
源
の
供
給

力
を
増
強
し
な
が
ら
、
取
引
市

場
か
ら
の
電
力
も
確
保
し
、
環

境
性
に
も
可
能
な
限
り
配
慮
し

て
い
く
。

　

イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
も
の

を
、
事
業
と
し
て
提
供
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
小
社
は
、
真
摯

に
一
途
に
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ

ら
な
い
電
力
供
給
を
実
現
す
る

た
め
、
持
て
る
力
を
全
力
で
注

い
で
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

本
的
な
枠
組
み
を
示
し
て
き
た
。

だ
が
、
増
加
す
る
廃
棄
物
処
理
の

問
題
や
都
市
化
に
よ
る
環
境
破

壊
、
地
球
温
暖
化
と
い
っ
た
国
際

的
な
環
境
問
題
へ
の
対
応
が
重
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
れ
ら

の
法
律
で
は
適
正
な
対
処
が
難
し

く
な
っ
て
い
く
。
そ
こ
で
、
分
野

　

第
１
回
は
、
数
あ
る
環
境
関
連

の
法
律
の
中
で
最
上
位
と
さ
れ

る
「
環
境
基
本
法
」
を
俯
瞰
す

る
。
基
本
法
と
名
づ
け
ら
れ
た
法

律
は
、
多
く
が
そ
の
分
野
に
お
け

る
理
念
や
基
本
方
針
を
定
め
て
お

り
、
環
境
基
本
法
も
同
様
だ
。

　

制
定
は
１
９
９
３
年
。
こ
れ
以

前
に
は
１
９
６
７
年
制
定
の
「
公

害
対
策
基
本
法
」
と
１
９
７
２
年

制
定
の
「
自
然
環
境
保
護
法
」
の

２
つ
の
法
律
が
、
環
境
分
野
の
基

自由化に向けての登録制
条件はすべて受け入れ
インフラを支える一翼に

　

２
０
１
５
年
７
月
、
経
済
産
業
省
は
昨
年
閣
議
決
定
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を

受
け
、
将
来
の
需
給
構
造
を
示
す
「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
」
を
決
定
し
た
。
安

全
性
、安
定
供
給
、経
済
性
、環
境
性
の
４
つ
の
基
本
的
視
点
を
踏
ま
え
た
内
容
と
な
っ
た
。

　

地
球
温
暖
化
問
題
の
原

因
と
さ
れ
て
い
る
温
室
効

果
ガ
ス
。
代
表
格
は
人
類

の
活
動
に
よ
り
排
出
さ
れ

る
二
酸
化
炭
素
だ
。
そ
の

排
出
削
減
活
動
を
世
界
各

国
が
推
進
し
て
お
り
、
日

本
で
は
「
低
炭
素
社
会
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
で
省
エ
ネ
や
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
な

ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

一
見
、
悪
者
扱
い
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
炭
素

に
、
本
書
で
は
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
を
当
て
る
。
そ
も

そ
も
炭
素
は
、
私
た
ち
の

身
体
の
基
本
構
成
物
で
も

あ
る
。
カ
ー
ボ
ン
・
ナ
ノ

チ
ュ
ー
ブ
や
有
機
太
陽
電

池
な
ど
炭
素
の
特
性
を
活

用
し
た
技
術
革
新
は
す
で

に
起
き
て
お
り
『
そ
う
考

え
る
と
「
低
炭
素
」
社
会

と
い
う
こ
れ
ま
で
の
言
い

方
は
、
あ
ま
り
に
消
極
的

だ
。』（
２
４
４
ペ
ー
ジ
）

と
提
言
す
る
。

　

植
物
は
太
陽
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
使
っ
て
二
酸
化
炭
素

と
水
か
ら
、
自
ら
の
身
体

や
動
物
の
食
糧
を
つ
く

る
。
光
合
成
で
あ
る
。
現

代
社
会
に
欠
か
せ
な
い
化

石
燃
料
も
、
も
と
を
た
ど

れ
ば
そ
う
し
て
つ
く
ら
れ

た
も
の
。
つ
ま
り
植
物
が

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
炭
素

な
ど
の
合
成
に
よ
っ
て
パ

ッ
ケ
ー
ジ
し
、
使
い
勝
手

の
よ
い
形
に
し
て
蓄
え
て

く
れ
た
の
だ
。

　

人
類
は
そ
ろ
そ
ろ
植
物

が
与
え
る
恩
恵
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
の
手
で
活

動
に
必
要
な
物
質
を
生
み

出
す
べ
き
な
の
か
も
し
れ

な
い
と
教
え
て
い
る
。

“地球温暖化の原因”の汚名を返上

（PHP研究所　1,700円＋税）

Environmental Information

新炭素革命　地球を救うウルトラ“Ｃ”
竹村真一 著

　閣議決定による環境基本計画、省エネ技
術のトップランナー基準、再生可能エネル
ギーの固定価格買い取り制度……環境分野
で進める施策は多数ある。その根拠となる
のが環境に関する数々の法律だ。日本の代
表的な環境関連法を数回にわたり紹介する。

基本理念と枠組みを示す
日本の環境関連法の原点

ポイント解説

環境の法律

第1回
環
境
基
本
法

1967「公害対策基本法」制定
1968「大気汚染防止法」制定
1970 「廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃掃法）」制定
1971 環境庁発足
1972「自然環境保全法」制定
1979「エネルギー使用の合理化に関する法律（省

エネ法）」制定
1988 「特定物質の規制等によるオゾン層の保護に関

する法律（オゾン層保護法）」制定
1992 ブラジルのリオデジャネイロで「環境と開発に関

する国連会議（地球サミット）」開催、「気候変
動枠組み条約」および「生物多様性条約」調印

1993「環境基本法」制定
1995「容器包装に係わる分別収集及び再商品化の促進等

に関する法律（容器包装リサイクル法）」制定
1997「環境影響評価法」制定、気候変動枠組み条約第3

回締約国会議 （COP3）開催、「京都議定書」採択
1998「特定家庭用電化機器再商品化法（家電リサ

イクル法）」制定、「地球温暖化対策の推進に
関する法律」制定

2000「循環型社会形成推進基本法」制定
2001 環境省発足
2003「環境の保全のための意欲の増進及び環境教

育の推進に関する法律（環境保全活動・環境
教育推進法）」制定

2008「生物多様性基本法」制定
2010 生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）

開催、「名古屋議定書」採択
2011 東日本大震災、「電気事業者による再生可

能エネルギー電気の調達に関する特別措置法
（固定価格買い取り制度）」制定

2012 ブラジルのリオデジャネイロで「国連持続可
能な開発会議（リオ＋20）」開催

2013「水銀に関する水俣条約」採択

環境の法律 関連年表

環境基本法の概要

第２章

基
本
的
施
策

第３章

組
織

・中央環境審議会／地方自治体での審議会などの設置
・公害対策会議の設置

・施策の指針
「自然環境」「生物多様性」「人と自然の関係」につ
いて良好な状態を保全していく

・環境基本計画／環境基準／公害防止計画の策定
・ 規制措置など国が行う施策／地球環境保全に関する
国際協力

・地方自治体の行う施策／費用負担

第１章

総
則

・環境保全の基本理念
環境から与えられる恵みを維持し、国際的協調を図
りながら社会を構築していく

・国、地方自治体、事業者、国民の責務

2030年度のエネルギー需給構造

４億８９００万kl

一次エネルギー
供 給

３億２６００万kl

エネルギー
需 要

５０３０万 kl

年率１.7％の経済成長率
などから予測する需要量

省
エ
ネ
対
策
後
の
需
要
量

熱、ガソリン、
都市ガスなど

72％

電力28％

石油30％

LPG 3％

石炭25％

天然ガス18％

原子力10～11％

再生エネ13～14％自給率
24.3％

（省エネ対策後）

http://www.nt-e.jp/
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通
し
て
、
天
然
素
材
の
素
晴
ら
し

さ
を
発
信
す
る
た
め
、
１
９
９
５

年
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
「
メ
イ

ド
・
イ
ン
・
ア
ー
ス
」
を
設
立
。

肌
に
悩
み
を
抱
え
る
人
だ
け
を
対

象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
か
わ
い

ら
し
さ
や
風
合
い
を
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
関
心
の
な

か
っ
た
人
た
ち
が
、
環
境
や
社
会

問
題
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
を

つ
く
り
た
か
っ
た
。

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
と

は
、
３
年
以
上
化
学
農
薬
・
肥
料

が
使
わ
れ
て
い
な
い
土
壌
か
ら
、

〝
子
供
の
笑
顔
を
つ
く
り
た
い
〞

と
い
う
一
言
を
き
っ
か
け
に
、
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
市
場
拡
大

の
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
に
携
わ

る
。
コ
ッ
ト
ン
は
環
境
負
荷
が
少

な
く
肌
に
よ
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
定
着
し
て
い
る
。
し
か
し
、
企

画
を
進
行
す
る
中
で
、
天
然
素
材

の
代
表
だ
と
思
っ
て
い
た
コ
ッ
ト

ン
だ
が
、
栽
培
時
に
殺
虫
剤
な
ど

の
農
薬
が
散
布
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
と
い
う
現
実
を
知
り
衝
撃

を
受
け
た
。
真
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

製
品
と
は
何
か
。
自
社
の
製
品
を

間
が
省
け
ま
す
。
し
か
し
、
天
然

の
風
合
い
を
保
つ
た
め
、
そ
し
て

〝
探
し
て
い
た
物
に
や
っ
と
出
会

え
た
〞
と
い
う
お
客
様
の
言
葉
と

笑
顔
を
思
い
出
し
、
信
念
を
貫
き

ま
す
」
と
語
る
。

　
「WITH PEACE

」
と
い
う
社

会
貢
献
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
行

っ
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
か
つ

て
地
雷
原
だ
っ
た
土
地
に
綿
の
種

を
ま
き
、
現
地
の
人
に
栽
培
、
紡

織
、
染
色
ま
で
の
知
識
習
得
を
支

援
す
る
活
動
だ
。
今
後
も
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
に
は
じ
ま
り
、

世
界
の
情
勢
や
地
球
環
境
に
関
す

る
情
報
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
講

習
を
通
し
て
伝
え
、
よ
り
多
く
の

人
に
意
識
を
向
け
て
も
ら
い
た
い

と
望
ん
で
い
る
。

質
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
研
究
開
発
し

１
９
８
１
年
に
ブ
リ
ッ
ク
パ
ッ
ク
飲
料
の

「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」（
現
在
は
プ
リ
ズ
マ
パ
ッ

ク
飲
料
）、１
９
９
３
年
に
は
カ
ッ
プ
タ
イ

プ
飲
料
の「
マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ニ
ア
」を
発
売
。

カ
ッ
プ
タ
イ
プ
の
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
商
品
は

同
社
が
日
本
で
初
め
て
商
品
化
し
た
。

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

一
方
、
工
場
で
は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
積
極
的
に
進
め

る
と
と
も
に
、
基
幹
工
場
の
一
つ
神
戸
工

場
で
は
、
生
産
過
程
で
発
生
す
る
残
渣
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
し
、
有
効
利
用
し
て
い

る
。
き
っ
か
け
は
、
２
０
０
６
年
の
「
マ

ウ
ン
ト
レ
ー
ニ
ア
」
の
プ
レ
ミ
ア
ム
シ
リ

ー
ズ
の
発
売
だ
。
コ
ー
ヒ
ー
規
格
の
２
倍

量
の
豆
を
贅
沢
に
使
用
す
る
こ
と
で
好
評

　

乳
製
品
は
自
然
の
恵
み
が
あ
っ
て
こ
そ

成
り
立
つ
商
品
│
│
。
森
永
乳
業
は
そ
の

思
い
の
も
と
、
１
９
９
０
年
代
初
頭
か
ら

環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
製
造
か

ら
供
給
に
至
る
ま
で
の
食
品
廃
棄
量
ゼ
ロ

を
目
指
す
と
と
も
に
、
各
工
場
で
は
、
早

く
か
ら
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
み
、
廃

熱
を
再
利
用
す
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め
て
き
た
。

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

ヨ
ー
グ
ル
ト
や
牛
乳
と
い
っ
た
チ
ル
ド

商
品
は
賞
味
期
限
が
短
い
た
め
、
細
か
な

需
給
調
整
が
求
め
ら
れ
る
。
生
産
企
画
部

が
全
国
の
工
場
の
製
造
量
・
在
庫
・
受
注

数
な
ど
を
把
握
し
、
大
き
な
過
不
足
が
出

な
い
よ
う
に
全
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
。
そ

し
て
、
各
部
門
が
協
力
し
て
食
品
廃
棄
を

最
小
限
に
抑
え
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
が
、
ゼ
ロ
で
は
な
い
。

　

そ
の
た
め
森
永
乳
業
は
長
年
、
賞
味
期

限
そ
の
も
の
を
長
く
す
る
技
術
の
開
発
に

力
を
入
れ
て
き
た
。長
期
保
存
で
き
る「
ロ

ン
グ
ラ
イ
フ
商
品
」
は
、
以
前
は
レ
ト
ル

ト
殺
菌
製
法
に
よ
る
缶
な
ど
の
商
品
し
か

な
か
っ
た
。
無
菌
充
填
製
法
や
容
器
の
材

を
得
た
が
、
同
時
に
コ
ー
ヒ
ー
か
す
の
量

が
膨
れ
上
が
っ
た
。
残
渣
削
減
と
有
効
活

用
を
求
め
、
バ
イ
オ
マ
ス
熱
利
用
設
備
を

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
と
共
同
開
発
。
残
渣
の
ほ
ぼ
発

生
し
な
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
ガ
ス
使

用
量
も
約
20
％
削
減
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
、
神
戸
工
場
は
２
０
１
２

年
度
の
循
環
型
社
会
形
成
推
進
功
労
者
環

境
大
臣
表
彰
を
受
け
て
い
る
。

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

森
永
乳
業
に
は
常
に
消
費
者
ニ
ー
ズ
と

社
会
の
流
れ
を
読
み
取
り
、
新
た
な
取
り

組
み
を
続
け
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
土
壌

が
あ
る
。
継
続
す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る

も
の
が
あ
り
、
そ
の
探
究
心
こ
そ
が
活
動

の
源
だ
。今
後
も
地
域
や
環
境
に
貢
献
し
、

社
会
と
の
「
共
感
の
輪
」
を
広
げ
て
い
く
。

目指すは食品廃棄量ゼロ
残
渣
を
ほ
ぼ
１
０
０
％
熱
源
と
し
て
利
用

写真下はオーガニックコットンと
紡いだ糸。上はその加工製品。
手前のブラウス・スカートの奥に
あるのは生理用の布ナプキン。

清
流
を
取
り
戻
せ

　

児
童
が
調
査
す
る
河
川
は
、

か
つ
て
豊
富
な
湧
き
水
が
流
れ

出
て
い
た
。
埼
玉
県
の
指
定
天

然
記
念
物
で
、
清
流
を
好
む
魚

ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
が
生
息
し
、
夏

に
は
ア
ユ
釣
り
や
ホ
タ
ル
観
賞

も
楽
し
め
る
川
だ
っ
た
。
だ
が

高
度
経
済
成
長
期
の
生
活
排
水

に
よ
っ
て
汚
れ
が
進
み
、
現
在

は
湧
き
水
も
枯
渇
。
生
態
系
が

大
き
く
変
わ
り
、
１
９
８
５
年

頃
に
は
県
内
で
も
水
質
ワ
ー
ス

ト
２
位
を
記
録
す
る
状
態
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
こ
で
10
年
ほ
ど
前
か
ら
行

政
と
住
民
が
協
力
し
て
水
環
境

の
改
善
を
目
指
す
「
清
流
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
Ⅱ
」
と
い
う
取
り
組

み
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
活
動
の

一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
る
河
川

調
査
に
、
同
校
の
５
、
６
年
生

が
参
加
し
て
い
る
。

 

専
門
家
が
調
査
を
指
導

　

目
的
は
、「
河
川
の
現
状
を

詳
し
く
調
べ
、
ど
う
す
れ
ば
か

つ
て
の
美
し
い
川
を
取
り
戻
せ

る
か
自
ら
考
え
る
こ
と
」。
児

童
は
、
水
深
や
川
幅
、
水
温
を

計
測
し
、
生
物
を
採
取
し
て
い

く
。
今
年
の
調
査
で
は
、
小
山

川
で
エ
ビ
、
ヤ
ゴ
、
コ
イ
な
ど
、

元
小
山
川
で
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
や

ナ
マ
ズ
な
ど
が
と
れ
た
。

　

河
川
調
査
に
は
、
県
や
市
の

職
員
、
近
隣
の
高
校
生
ら
が
同

行
し
児
童
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
。
埼
玉
県
の
環
境
科
学
国

際
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
金
澤

光
さ
ん
は
、
埼
玉
県
に
生
息
す

る
淡
水
魚
な
ど
水
産
生
物
の
研

究
者
。
専
門
家
と
し
て
、
調
査

胴長を着て河川に入り、川幅や水深を測定。網を使って生物の採取
も行う。採取した生物は、種類などを記録し、年ごとの変化を確認する。

環境活動を推進する企業の物語

第12話　森永乳業 株式会社

　

埼
玉
県
本
庄
市
に
あ
る
市
立
藤
田
小
学
校
は
、
１
８
７
４
年
に
開
校
し
た
全
校

児
童
１
２
３
名
の
学
校
。
こ
こ
で
は
児
童
が
、
本
庄
市
内
を
流
れ
る
利
根
川
水
系

の
小
山
川
と
元
小
山
川
の
河
川
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

や
生
物
採
取
の
方
法
を
丁
寧
に

指
導
す
る
。
今
回
の
調
査
で
金

澤
さ
ん
は
児
童
に
こ
ん
な
質
問

を
投
げ
か
け
た
。「
今
年
は
元

小
山
川
で
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
が
採

取
で
き
ま
し
た
。
何
年
も
姿
を

見
せ
な
か
っ
た
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ

が
と
れ
た
理
由
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
」。
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
は

比
較
的
水
の
き
れ
い
な
場
所
に

す
む
生
物
。
こ
こ
数
年
は
ド
ジ

ョ
ウ
以
外
に
も
採
取
さ
れ
る
生

物
の
種
類
が
増
え
て
い
る
。
改

善
活
動
の
成
果
が
徐
々
に
表
れ

て
い
る
よ
う
だ
。

 

ま
ず
は
知
る
こ
と
か
ら

　

児
童
は
河
川
調
査
終
了
後
、

そ
の
結
果
や
金
澤
さ
ん
か
ら
の

域
の
特
性
を
知
る
こ
と
が
大

切
。
藤
田
地
区
は
緑
の
多
い
恵

ま
れ
た
環
境
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
活
動
を
通
じ
て
子
ど

も
た
ち
に
、
す
ば
ら
し
い
環
境

に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
認
識
し

て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
環
境
へ
の

感
性
を
身
に
つ
け
、
保
全
活
動

に
も
つ
な
が
る
」
と
話
す
。
実

際
に
、
卒
業
後
も
地
域
の
環
境

保
全
活
動
に
参
加
し
、
河
川
調

査
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
引
き
受

け
て
く
れ
る
子
ど
も
も
い
る
。

　

学
校
で
は
給
食
の
食
器
を
一

度
拭
い
て
返
却
す
る
な
ど
普
段

か
ら
水
と
の
か
か
わ
り
を
考
え

る
機
会
を
大
切
に
し
て
い
る
と

い
う
。
環
境
保
全
の
意
識
は
こ

う
し
て
育
ま
れ
て
い
く
。

　

館
内
に
は
４
つ
の
展
示
ゾ
ー
ン

が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ス
タ
ッ
フ

の
案
内
を
受
け
な
が
ら
の
観
覧
が

お
す
す
め
。
展
示
物
の
内
容
を
よ

り
深
く
理
解
で
き
る
か
ら
だ
。

　

順
路
の
最
初
、ゾ
ー
ン
１
は「
世

界
は
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
題
さ

れ
た
ス
ペ
ー
ス
。
壁
一
面
に
外
国

語
ラ
ベ
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ラ

イ
タ
ー
、
注
射
器
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
物
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

正
体
は
九
州
の
海
岸
に
流
れ
着
い

た
漂
着
物
だ
。「
世
界
は
つ
な
が

っ
て
い
る
」こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　

ゾ
ー
ン
２
は
「
地
球
は
す
で
に

限
界
を
超
え
て
い
る
」。
床
に
36

枚
の
写
真
が
並
ぶ
。
壁
に
は
世
界

の
現
状
を
訴
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

び
っ
し
り
。
北
極
の
氷
が
溶
け
て

い
く
様
子
や
ゴ
ミ
捨
て
場
を
あ
さ

る
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
の
姿
│
│
そ

ん
な
写
真
を
見
な
が
ら
、
何
が
原

因
で
、
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
、
そ

し
て
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
ど
う
か

か
わ
っ
て
く
る
の
か
、
ス
タ
ッ
フ

が
説
明
し
て
く
れ
る
。

　

ゾ
ー
ン
３
は
「
わ
た
し
た
ち
が

し
て
き
た
こ
と　

わ
た
し
た
ち
が

す
べ
き
こ
と
」。
天
井
か
ら
ぶ
ら

さ
が
る
た
く
さ
ん
の
ビ
ニ
ー
ル
傘

や
携
帯
、
割
り
箸
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ

ィ
ッ
シ
ュ
。
こ
れ
は
、
日
常
の
中

に
あ
ふ
れ
る
大
量
生
産
、
大
量
消

費
の
産
物
だ
。
設
置
さ
れ
た
テ
ー

ブ
ル
に
は
、
遊
び
な
が
ら
学
べ
る

ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
。

　

最
後
の
ゾ
ー
ン
は
「
あ
の
日
に

帰
っ
て
考
え
る　

今
日
と
い
う
名

の
未
来
」。
こ
こ
は
１
９
７
１
年

の
小
学
校
の
教
室
。
こ
の
こ
ろ
暮

ら
し
の
ス
タ
イ
ル
は
大
き
く
変
化

し
、
公
害
問
題
は
深
刻
化
し
た
。

時
代
を
感
じ
る
小
さ
な
椅
子
に
腰

掛
け
る
と
、
ス
ク
リ
ー
ン
が
降
り

て
く
る
。
環
境
問
題
を
テ
ー
マ
に

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
の
観
賞

だ
。
上
映
作
品
は
、「
い
ま
私
た

ち
の
地
球
は
、
運
命
の
決
ま
っ
て

い
る
未
来
に
直
面
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
選
択
を
目
の
前
に
し
て

い
る
の
で
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
る
。

　

地
球
環
境
を
身
近
に
考
え
、「
今

で
き
る
こ
と
」
を
見
つ
け
ら
れ
る

場
所
、
か
ご
し
ま
環
境
未
来
館
。

ぜ
ひ
訪
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
で

き
る
こ
と
」を
確
認
し
て
ほ
し
い
。

見
つ
け
よ
う
！
い
ま
、私
に
で
き
る
こ
と

かごしま環境未来館＠鹿児島県

 かごしまかんきょうみらいかん

住所◉鹿児島県鹿児島市城西2-1-5 ／電話◉099-806-6666／開館時
間◉9:30～ 21:00（日曜祝日は18:00まで）／休館日◉月曜日（休日
の場合はその翌平日）、年末年始（12月29日～1月3日）／入館料◉
無料／ホームページ◉ http://www.kagoshima-miraikan.jp/

　鹿児島市の中心部を流れる甲突川を眺
めながら歩いていくと、青空に映えるさ
わやかな緑の丘が見えてくる。実はこの
丘、究極の環境配慮ともいえる人工の建
造物である。屋根全体が芝生で覆われ、
夏の室温上昇や周辺への照り返しを防止
する役割を担っている。今回の訪問先「か
ごしま環境未来館」だ。

　

東
京
都
目
黒
区
に
本
社
が
あ
る

株
式
会
社 

チ
ー
ム
・
オ
ー
ス
リ

ー
は
「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ア
ー
ス
」

の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
コ
ッ
ト
ン
製
品
の
企
画
・
製
造
・

販
売
を
手
が
け
る
企
業
。
衣
類
、

肌
着
、
布
ナ
プ
キ
ン
、
寝
具
、
天

然
せ
っ
け
ん
な
ど
、
心
や
身
体
に

心
地
よ
い
商
品
を
届
け
て
い
る
。

　

１
９
８
９
年
に
同
社
を
広
告
企

画
制
作
会
社
と
し
て
立
ち
上
げ
た

代
表
取
締
役
の
前
田
剛
さ
ん
は
、

有
機
肥
料
の
み
で
栽
培
さ
れ
た
も

の
を
い
い
、
遺
伝
子
組
み
換
え
作

物
も
除
外
さ
れ
る
。
同
社
は
こ
の

基
準
に
加
え
製
造
工
程
で
も
極
力

化
学
処
理
を
施
さ
ず
、
糸
や
タ
グ

な
ど
も
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン

１
０
０
％
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。

　

一
般
の
製
造
工
程
で
は
、
ワ
ッ

ク
ス
が
け
や
脱
脂
、
洗
浄
に
お
い

て
化
学
処
理
や
合
成
洗
剤
を
使
う

こ
と
が
多
い
。
そ
れ
を
、
自
然
由

来
の
ミ
ツ
ロ
ウ
、天
然
せ
っ
け
ん
、

お
湯
な
ど
で
行
う
。
製
造
後
も
、

化
学
物
質
が
移
ら
ぬ
よ
う
、
包
装

に
も
配
慮
す
る
。
完
璧
な
自
然
製

を
求
め
る
た
め
製
造
現
場
の
協
力

な
し
に
は
実
現
で
き
な
い
。

　

な
ぜ
そ
こ
ま
で
こ
だ
わ
る
の

か
。
そ
の
理
由
を
前
田
さ
ん
は
、

「
化
学
薬
品
を
使
用
し
た
ほ
う
が

ア
イ
テ
ム
も
広
が
り
、
時
間
や
手

拝
見
！
拝
見
！

拝
見
！

エ
コ
現
場

環境体験型
施設ナビ

vol.02

ゾーン１ゾーン2

ゾーン4 ゾーン3

世界はつながっている

あの日に帰って考える　今日という名の未来 わたしたちがしてきたこと　わたしたちがすべきこと

地球はすでに限界を超えている

宿
題
に
つ
い
て

調
べ
学
習
を
行

い
、
１
年
間
の

成
果
を
地
域
の

環
境
保
全
会
議

で
発
表
す
る
。

　

６
年
担
任
の

武
藤
知
啓
さ
ん

は
「
子
ど
も
た

ち
の
力
だ
け
で

環
境
保
全
を
進

め
る
の
は
難
し

い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ま
ず

は
両
河
川
を
は

じ
め
と
す
る
地

【第19回】 本庄市立藤田小学校

シリーズ

河川調査は、わたしたちの仕事

栽培から加工まで
純オーガニックのコットン

メイド・イン・アース

天 然 素 材 の 素 晴 ら し さ を 知 っ て ほ し い か ら …

新たに開発したバイオマス熱利用設備の仕組み

乳製品
など

コーヒー
かす

消化液 乾燥
燃料

熱（蒸気）

バイオガス

プロセスへ

プロセスへ
排水

温水

発酵ケーキ
脱水機

乾燥機

膜分離槽

バイオマス
ボイラー

メ
タ
ン
発
酵
槽

可
溶
化
槽

賞味期限は「ピクニック」が常温で90日間または120日間、「マ
ウントレーニア」は要冷蔵（10℃以下）で70日間。

長期保存できるプリズマパック飲料とカップタイプ飲料

http://www.n-techno.co.jp/calendar_campaign/
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会員１０００名を突破

　

電
気
管
理
技
術
者
の
団
体
「
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
」（
以
下
、日
電
協
）

の
会
員
数
が
２
０
１
５
年
７
月
１
日
時
点
で
１
０
０
１
名
に
な
っ
た
。
前
身
と
な

る
「
日
本
電
気
保
安
サ
ー
ビ
ス
協
会
」
の
創
設
は
１
９
９
６
年
。
２
０
０
５
年
に

現
組
織
に
改
組
。
創
設
以
来
、
会
員
数
は
着
実
に
増
え
、
日
本
テ
ク
ノ
の
顧
客
数

増
加
と
足
並
み
を
揃
え
る
よ
う
に
拡
大
し
続
け
て
い
る
。

営
業
活
動
な
し

充
実
の
研
修
制
度
も

こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
も

会員の仕事内容
　

日
電
協
会
員
の
仕
事
は
、
顧
客
の

持
つ
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
な
ど
の
受
変
電

設
備
を
安
全
に
維
持
管
理
す
る
こ

と
。
そ
の
た
め
の
具
体
的
業
務
は
主

に
３
つ
あ
る
。

　

最
初
の
２
つ
は
点
検
業
務
。
月
次

点
検
と
年
次
点
検
だ
。月
次
点
検
は
、

原
則
毎
月

１
回
以
上

の
点
検
実

施
と
そ
の
結
果
報
告
。
た
だ
し
、
一

定
規
模
以
下
の
小
規
模
設
備
に
つ
い

て
は
年
４
回
以
上
、
経
産
省
規
定
の

設
備
基
準
に
該
当
す
る
も
の
は
２
カ

月
に
１
回
以
上
の
点
検
に
な
る
。
も

う
一
つ
の
年
次
点
検
は
、
原
則
毎
年

１
回
以
上
、
設
備
を
停
電
し
て
検
査

や
設
備
内
掃
除
な
ど
を
行
い
、
結
果

を
報
告
す
る
。
３
つ
目
は
、
緊
急
応

動
。
監
視
装
置
か
ら
の
異
常
通
報
や

顧
客
か
ら
の
応
動
要
請
な
ど
に
対
応

す
る
。

　

い
ず
れ
の
業
務
を
行
う
に
も
電
気

主
任
技
術
者
の
資
格
と
定
め
ら
れ
た

実
務
経
験

年
数
が
必

要
だ
。
た

だ
昨
年
、
技
術
者
確
保
の
観
点
か
ら

経
産
省
の
告
示
改
正
が
あ
り
、
一
定

の
条
件
を
満
た
す
電
気
設
備
に
関
し

て
は
、
必
要
と
さ
れ
る
実
務
経
験
年

数
が
こ
れ
ま
で
よ
り
短
縮
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
業
務
を
受
託
で
き
る
技

術
者
の
裾
野
は
広
が
っ
て
い
る
。

招待旅行、ゴルフコンペ、年金減額なし…

　

日
電
協
と
は
ど
の
よ
う
な
組
織
で
、
そ
れ
を

運
営
す
る
日
本
テ
ク
ノ
は
何
を
行
い
、
ど
ん
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
と
っ
て
い
る
の
か
。
そ

の
概
要
を
紹
介
し
て
い
こ
う
。

　

日
電
協
は
、
電
気
保
安
分
野
で
活
躍
す
る
電

気
管
理
技
術
者
の
団
体
だ
。
経
済
産
業
省
産
業

保
安
監
督
部
よ
り
「
外
部
委
託
承
認
申
請
」
の

承
認
を
得
た
技
術
者
で
構
成
さ
れ
、
２
０
１
５

年
７
月
１
日
現
在
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全

国
68
拠
点
78
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
１
０
０
１

名
の
会
員
が
活
動
し
て
い
る
。

 

事
業
運
営
は
日
本
テ
ク
ノ
が
担
当

　

協
会
事
業
の
運
営
は
日
本
テ
ク
ノ
が
行
う
。

会
員
は
日
本
テ
ク
ノ
と
の
業
務
提
携
契
約
を
結

び
、
顧
客
管
理
業
務
な
ど
を
委
託
す
る
。
委
託

を
受
け
た
日
本
テ
ク
ノ
が
代
行
す
る
の
は
、
顧

客
と
の
「
自
家
用
電
気
工
作
物
の
保
安
業
務
に

関
す
る
委
託
契
約
書
」
の
締
結
サ
ポ
ー
ト
、
産

業
保
安
監
督
部
へ
の「
保
安
規
程
変
更
届
出
書
」

「
外
部
委
託
承
認
申
請
」
の
提
出
、
点
検
料
の

回
収
業
務
な
ど
。
会
員
は
細
か
な
事
務
作
業
か

ら
手
が
離
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
点
検
業
務

や
技
術
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
本
業
に
専

念
で
き
る
。

　

会
員
が
保
安
業
務
を
請
け
る
顧
客
は
、
す
べ

て
日
本
テ
ク
ノ
か
ら
紹
介
さ
れ
、
営
業
活
動
を

す
る
必
要
は
な
い
。
会
員
に
な
る
た
め
の
入
会

費
、
年
会
費
、
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
も
不
要
だ
。

　

紹
介
を
受
け
る
顧
客
の
電
気
設
備
に
は
優
位

な
特
徴
が
あ
る
。
日
本
テ
ク
ノ
の
Ｅ
Ｓ
シ
ス
テ

ム
（
監
視
装
置
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
点
だ
。

Ｅ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
は
監
視
セ
ン
タ
ー
と
オ
ン
ラ
イ

ン
で
接
続
さ
れ
て
お
り
、
24
時
間
体
制
で
自
動

通
報
さ
れ
る
警
報
情
報
な
ど
に
対
応
す
る
。
警

報
が
入
る
と
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
直
ち
に
会
社

名
、
住
所
、
緊
急
連
絡
先
な
ど
を
照
合
。
速
や

か
に
担
当
の
会
員
に
通
報
す
る
。
緊
急
工
事
が

必
要
な
際
は
技
術
サ
ー
ビ
ス
部
や
協
力
工
事
店

と
の
連
携
体
制
を
即
座
に
整
え
る
。
会
員
だ
け

で
な
く
顧
客
に
も
安
心
を
与
え
る
後
ろ
盾
だ
。

　

会
員
と
日
本
テ
ク
ノ
と
の
情
報
共
有
の
環
境

も
整
っ
て
い
る
。
利
用
す
る
の
は
専
用
の
グ
ル

ー
プ
ウ
ェ
ア
（
も
っ
と
ラ
ク
ー
ダ
）。
個
人
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
か
ら
ち
ょ
っ
と
し
た
疑
問

や
質
問
ま
で
、
全
国
ど
こ
に
い
て
も
最
新
の
情

報
が
得
ら
れ
る
。

 

充
実
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

　

神
奈
川
県
相
模
原
市
に
あ
る
日
本
テ
ク
ノ
の

自
社
ビ
ル
に
は
、
民
間
最
大
級
の
実
習
設
備
が

あ
る
。
実
際
の
現
場
同
様
に
通
電
可
能
な
設
備

で
、保
安
管
理
業
務
の
実
地
的
研
修
が
で
き
る
。

実
習
設
備
は
、
東
京
、
さ
い
た
ま
、
千
葉
、
大

阪
、
福
岡
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
も
あ
り
、
日
本
テ
ク
ノ
は
こ
う
し
た
設
備
な

ど
を
活
用
し
て
、
会
員
向
け
に
、
新
規
入
会
者

の
た
め
の
研
修
会
（
全
３
日
間
）、
隔
月
開
催

の
技
術
セ
ミ
ナ
ー
、
会
員
同
士
の
情
報
交
換
会

な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。
最
新
技
術
、
検
査
方

法
、
測
定
機
器
の
基
本
操
作
ま
で
、
電
気
に
関

す
る
情
報
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
提
供
す
る
こ
と

で
、
会
員
が
自
信
を
も
っ
て
業
務
に
あ
た
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い
く
。

　

日
電
協
の
継
続
的
な
会
員
数
増
加
の
背
景
に

は
、
事
務
作
業
の
軽
減
、
緊
急
時
の
後
ろ
盾
、

技
術
習
得
の
支
援
と
い
っ
た
数
々
の
充
実
し
た

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

日
電
協
の
入
会
条
件
に
は

原
則
的
に
年
齢
制
限
が
な

い
。
そ
の
た
め
定
年
退
職
後

も
資
格
と
経
験
を
生
か
し
た

い
と
い
う
シ
ニ
ア
層
の
技
術

者
が
多
い
。
そ
の
入
会
前
に

よ
く
口
に
す
る
の
が
「
年
金

が
減
額
さ
れ
る
と
困
る
」
と

い
う
不
安
だ
。

　

厚
生
年
金
は
、
年
金
と
給

与
（
お
よ
び
賞
与
）
の
合
計

が
一
定
以
上
の
場
合
に
減
額

さ
れ
る
。
だ
が
、
日
電
協
の

会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
が
個
人
事

業
主
で
、雇
わ
れ
て
「
給
与
」

を
受
け
る
わ
け
で
は
な
い
。

よ
っ
て
会
員
と
し
て
報
酬
が

増
え
て
も
年
金
は
減
額
さ
れ

な
い
。
減
額
制
度
の
対
象
で

あ
る
「
給
与
」
で
は
な
い
か

ら
だ
。
実
際
、
年
金
を
満
額

受
け
取
り
な
が
ら
活
躍
す
る

会
員
は
多
い
。

　

年
金
減
額
な
し
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
以
外
に
も
楽
し
み
は

多
数
あ
る
。
そ
の
一
つ
が

「
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」。
技

術
者
の
知
人
を
紹
介
し
、
正

式
に
日
電
協
に
入
会
し
た
場

合
、
紹
介
者
は
夫
婦
で
招
待

旅
行
を
受
け
ら
れ
る
。
場
所

は
北
海
道
、
東
京
、
京
都
、

九
州
、
沖
縄
な
ど
。
こ
の
と

き
の
交
通
費
や
宿
泊
費
、
観

光
施
設
の
入
場
料
や
体
験
費

用
、
昼
食
代
ま
で
、
す
べ
て

日
本
テ
ク
ノ
が
負
担
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
全
国
各
地
で

年
９
回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と

懇
親
会
も
開
催
。
年
２
回
の

懇
親
旅
行
も
あ
る
。
そ
う
し

た
場
を
通
し
て
日
本
テ
ク
ノ

社
員
と
の
交
流
や
会
員
同
士

の
親
睦
が
深
め
ら
れ
る
。

ここはまだ通過点
　

私
が
会
長
に
就
任
し
た
当

時
の
会
員
数
は
現
在
の
半
分

以
下
。
入
会
を
増
や
す
た
め

に
ま
ず
組
織
の
強
化
が
第
一

と
考
え
ま
し
た
。
全
国
各
地

で
技
術
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
な
ど
会
員
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
の
充
実
を
図
り
、
紹

介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
招
待
旅

行
や
懇
親
会
な
ど
も
企
画
し

ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
既
存

会
員
か
ら
信
頼
が
得
ら
れ
、

入
会
メ
リ
ッ
ト
も
認
知
さ
れ

た
こ
と
で
多
く
の
紹
介
に
つ

な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

取
り
組
ん
で
き
た
施
策
が

実
を
結
び
到
達
し
た
会
員
１

０
０
０
名
は
素
直
に
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
こ

は
通
過
点
。
今
後
も
１
５
０

０
名
、２
０
０
０
名
に
向
け
、

安
全
第
一
の
現
場
づ
く
り
を

継
続
し
な
が
ら
、
組
織
の
拡

充
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

阪口勇 日電協会長

会 長
メッセージ

主
要
な
業
務
は
３
つ

郡山01グループ ◎ 滝田孝一郎さん 技術者をたずねて技術者をたずねて企業と電気をつなぐ

日
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力
会
・
日
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協
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愛
情
を
も
っ
て
精
励

心のこもった顧客対応で安全を導く

　

今
回
た
ず
ね
た
の
は
、
日
本
テ

ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協 

郡
山
01

グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
滝
田
孝
一

郎
さ
ん
。
前
職
は
自
動
車
用
製
品

を
手
が
け
る
会
社
で
イ
ン
フ
ラ
の

設
計
・
管
理
な
ど
に
携
わ
り
、
30

年
以
上
技
術
の
研
鑽
を
重
ね
て
き

た
。
そ
こ
で
培
っ
た
経
験
が
、
電

気
管
理
技
術
者
と
な
っ
た
今
で
も

し
っ
か
り
と
生
き
て
い
る
と
い

う
。「
設
備
で
不
具
合
が
あ
っ
た

場
合
、
ま
ず
や
る
べ
き
こ
と
は
徹

底
し
た
原
因
の
究
明
。
そ
れ
が
な

け
れ
ば
再
び
同
じ
こ
と
が
起
こ

り
、
被
害
は
さ
ら
に
大
き
く
な
り

ま
す
。
そ
し
て
〝
改
良
保
全
〞
の

意
識
も
大
切
。
二
度
と
不
具
合
が

い
精
度
と
納
期
を
し
っ
か
り
守
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
責
任
を
も
っ

て
電
気
設
備
を
守
る
滝
田
さ
ん
の

気
概
が
何
よ
り
う
れ
し
い
」。
そ

れ
に
対
し
滝
田
さ
ん
も
「
私
が
担

当
す
る
お
客
様
の
設
備
は
〝
マ
イ

設
備
〞。
何
か
起
こ
っ
た
ら
す
べ

て
私
の
責
任
と
い
う
気
持
ち
で
１

社
１
社
、
設
備
に
愛
情
を
も
っ
て

接
し
て
い
ま
す
」
と
応
え
る
。

　

と
も
に
福
島
県
郡
山
市
出
身
、

先
の
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、

電
気
の
重
要
性
を
身
を
も
っ
て
痛

感
。
イ
ン
フ
ラ
の
中
で
電
気
の
復

旧
が
一
番
早
か
っ
た
の
が
何
よ
り

出
な
い
よ
う
改
良
し
、
本
来
の
あ

る
べ
き
姿
に
創
り
上
げ
て
い
く
と

い
う
能
動
的
な
姿
勢
で
業
務
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
」。

　

滝
田
さ
ん
の
担
当
企
業
の
一

つ
、
有
限
会
社 

大
竹
製
作
所
は

精
密
金
属
の
プ
レ
ス
加
工
を
得
意

と
し
、
Ｏ
Ａ
機
器
や
カ
ー
オ
ー
デ

ィ
オ
な
ど
の
部
品
製
造
を
行
う
。

代
表
取
締
役
の
大
竹
久
雄
さ
ん
は

滝
田
さ
ん
の
業
務
姿
勢
を
信
頼
し

て
い
る
。「
６
年
来
の
付
き
合
い

に
な
り
ま
す
が
、
工
場
の
電
気
系

統
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
い

つ
で
も
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
。

精
密
部
品
を
扱
う
製
造
業
は
、
他

社
と
の
競
争
が
厳
し
い
た
め
、
高

の
救
い
、
と
口
を
揃
え
る
。
偶
然

に
も
高
校
の
先
輩
・
後
輩
の
間
柄

と
い
う
の
が
、
点
検
後
の
世
間
話

で
わ
か
っ
た
。
担
当
先
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
も
仕
事

の
一
つ
。
顧
客
と
の
ふ
と
し
た
世

間
話
か
ら
、
電
気
設
備
に
関
す
る

不
具
合
を
聞
く
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。
心
の
こ
も
っ
た
顧
客
対
応

が
、
保
安
業
務
を
円
滑
な
も
の
に

し
、
そ
れ
が
安
全
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。

https://www.nichidenkyo.jp/
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●入社動機
分野を問わず「No.1」の会社
に入ろうと就職サイトで検索し
日本テクノを知りました。人事
の方の対応や面接での印象で、
「人」に共感できたのがこの
会社を選んだ一番の理由です。

●入社してみて
「人」の印象は変わりませんで
した。今は自分が成長したと感
じています。営業活動でさまざ
まな業種の経営者とお会いで
き、人生に大切なことまで教わ
っている毎日です。

　

今
回
は
首
都
圏
第
一
支
店
で
班
長
を
務
め
る
入
社
４
年
目
の
中
塚
理

奈
の
一
日
。
こ
の
日
の
担
当
エ
リ
ア
は
、自
転
車
を
使
っ
て
回
る
地
域
。

８
月
末
の
残
暑
厳
し
い
中
で
も
笑
顔
は
消
え
な
い
が
ん
ば
り
屋
。

Ｄ
社
訪
問
。
売
電
契
約
の
必
要
書
類

を
説
明
。
雑
談
の
と
き
経
済
動
向
に

つ
い
て
の
貴
重
な
話
も
聞
け
た
。

Ｅ
社
訪
問
。
数
年
来
の
顧
客
。
日
本

テ
ク
ノ
の
良
さ
を
よ
り
実
感
し
て
も

ら
え
る
よ
う
決
心
。
退
出
後
は
自
転

車
で
駅
へ
。
登
り
坂
が
き
つ
い
。

帰
社
。
訪
問
先
の
整
理
作
業
。

終
礼
。
上
長
が
不
在
の
た
め
、
進
行

役
を
こ
な
す
。
各
人
の
今
日
の
成
果

と
明
日
の
目
標
な
ど
を
聞
き
、
助
言

も
与
え
る
。

退
社
。
暑
い
１
日
だ
っ
た
。
帰
宅
後

は
明
日
に
向
け
て
ゆ
っ
く
り
休
息
。

TimeLine

15:30

18:40

17:00

19:00

20:00

中塚理奈

日
本
テ
ク
ノ
新
卒
者
採
用
情
報

特
集

　

働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
の
た
め
、
産
休
や

育
休
を
は
じ
め
と
す
る

福
利
厚
生
諸
制
度
、
健

康
管
理
体
制
、
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
に
力
を

入
れ
て
い
る
の
も

日
本
テ
ク
ノ
の
特

徴
だ
。

　
「
産
休
・
育
休

制
度
」
は
多
く

の
社
員
が
取
得

し
て
お
り
、
職

場
復
帰
後
に
は

仕
事
と
家
庭
を
両

立
で
き
る
よ
う
、

時
短
勤
務
な
ど
も
取

り
入
れ
て
い
る
。
女
性

が
働
き
や
す
い
環
境
の

整
備
は
進
み
、
出
産
後

も
以
前
と
同
じ
よ
う
に

仕
事
を
続
け
ら
れ
る
。

　

同
じ
趣
味
な
ど
を
も

つ
も
の
が
自
主
的
に
集

う
「
サ
ー
ク
ル
活
動
」

も
推
奨
し
て
い
る
。
所

属
部
署
や
役
職
、
年
齢
、

性
別
に
関
係
な
く
交

流
を
図
る
こ
と
で
、

社
員
同
士
の
親
睦

を
深
め
、
協
調

性
を
磨
き
、
よ

り
豊
か
な
感
性
、

知
識
、
技
能
な

ど
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
目
的
。

活
動
を
支
援
す
る

た
め
会
社
か
ら
補

助
金
も
支
給
さ
れ
る
。

現
在
、
ゴ
ル
フ
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
会
食
、

手
品
、
手
芸
な
ど
多
数

の
サ
ー
ク
ル
が
活
動
し

て
い
る
。

福利厚生
社内制度

　

日
本
テ
ク
ノ
が
特
に

力
を
入
れ
て
い
る
の
が

研
修
制
度
。
社
会
人
と

し
て
の
基
礎
か
ら
実
践

的
な
営
業
・
技
術
習
得

ま
で
、
多
数
の
教
育

課
程
を
用
意
し
て

い
る
。
研
修
が
終

わ
る
こ
ろ
に
は

電
気
の
知
識
や

営
業
ス
キ
ル
も

備
わ
り
、
自
信

を
も
っ
て
顧
客

対
応
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
主
な

研
修
は
次
の
通
り
。

◇
新
人
研
修
…
全
職

種
２
週
間
。
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
、
自
社
知
識
、

電
気
の
基
礎
な
ど
。

◇
営
業
研
修
…
日
本
テ

ク
ノ
の
商
品
を
売
る
た

研修制度
め
の
ト
ー
ク
習
得
。
実

践
型
の
研
修
。

◇
技
術
研
修
…
３
カ
月
。

技
術
職
の
専
門
研
修
。

◇
社
外
研
修
…
全
職
種

対
象
の
管
理
者
養
成

学
校
に
よ
る
研
修
。

◇
沖
縄
コ
ー
ル

研
修
…
２
週
間
。

沖
縄
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
で
テ
レ

ア
ポ
研
修
。

◇
沖
縄
Ｇ
Ｉ
Ｆ

Ｔ
研
修
…
電
話

で
電
力
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
行
う
。

無
駄
の
な
い
電
気
の

使
い
方
を
提
案
。

◇
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
…
３
日
間
。
現
場
実

践
後
に
参
加
。
営
業
の

応
用
力
を
身
に
つ
け
る
。

日本大学卒業 ２０１2年４月入社

営業本部　東日本営業部
首都圏第一支店　第二係　班長

酷
暑
に
負
け
ず
自
転
車
の
営
業

出
社
。
本
日
の
訪
問
先
へ
持
参
す
る

資
料
や
契
約
書
類
を
確
認
。

朝
礼
。
昨
日
の
報
告
と
今
日
の
目
標

を
発
表
。
そ
の
後
、
訪
問
先
で
の
商

談
方
針
な
ど
を
所
長
に
確
認
。

担
当
エ
リ
ア
に
向
け
出
発
。
最
寄
駅

ま
で
電
車
移
動
。
駐
輪
場
で
代
々
受

け
継
が
れ
て
き
た
自
転
車
に
乗
る
。

こ
の
エ
リ
ア
を
担
当
し
て
半
年
。
住

宅
街
を
抜
け
る
裏
道
も
覚
え
た
。

楽
器
製
造
工
場
の
Ａ
社
訪
問
。
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
活
動
で
年
間
10
万
円

弱
の
削
減
可
能
な
案
を
提
示
。

Ａ
社
を
出
て
休
憩
と
思
っ
た
ら
、
別

の
顧
客
か
ら
問
い
合
わ
せ
。
パ
ソ
コ

ン
と
携
帯
の
フ
ル
活
用
で
対
応
。

TimeLine

8:45

8:15

10:00

11:00

11:45

中
華
店
で
昼
食
。
暑
い
と
き
は
辛
い

麻
婆
丼
で
し
っ
か
り
栄
養
補
給
。

Ｂ
社
訪
問
。
売
電
契
約
に
つ
い
て
説

明
。
理
解
が
得
ら
れ
月
内
に
契
約
と

の
約
束
が
も
ら
え
た
。

半
年
ご
と
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
で

Ｃ
社
訪
問
。
無
理
の
な
い
省
エ
ネ
活

動
を
ア
ド
バ
イ
ス
。

TimeLine

12:10

13:00

14:00

新卒入社社員
活躍中！！

新卒者への
メッセージ

　昔は何もかもが中途半端だった私ですが、大好
きな歌だけは真剣に向き合い、多くの挫折もしま
したが、夢を叶えることができました。
　環境問題から、私はノーマイク・ノースピーカ
ーズという電力に配慮したライブ活動を行ってき
ましたが、このタイミングで日本テクノと出会っ
たことは運命を感じます。日本テクノは、明確な
目標をもって努力すれば、夢を実現できる会社で
す。まず、仕事にやりがいを持つことが大切。そ
して、やりがいを力に変える気概があれば、それ
が会社を持ち上げる動力になります。人生の目標
を見つけて、ともにがんばりましょう。

日
本
テ
ク
ノ
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
河
村
隆
一

夢を実現できる会社です。
　日本テクノは仕事の領域が広く、自分のやりた
いことが実現できる会社です。そのため皆さんの
挑戦をサポートできるよう社内研修を充実させて
います。刻々と変化する時代にあって、20 年後は
どんな会社になっているかわかりませんが、その
ときを最高の状態で迎えられるよう個人としても、
会社としてもさらに成長していく必要があります。
　当社ほどアフターサービスを本気で行う会社は
ありません。お客様と長くお付き合いすることで、
ファンを増やしていき、その積み重ねが日本テク
ノの将来につながると信じています。一緒に歴史
をつくっていきましょう。

日
本
テ
ク
ノ
代
表
取
締
役
社
長
・
馬
本
英
一

ともに歴史をつくろう！

ONE
DAY

新卒入社社員の一日

新卒者積極採用中

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
現
在
、
２
０
１
６
年
度
の
新
卒
者
採
用
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
就
職
活
動
中
の
新
卒
者
へ
、
日
本
テ
ク
ノ
の
事
業
内

容
、
今
後
の
事
業
展
開
、
入
社
後
の
仕
事
内
容
（
営
業
職
、
技
術
職
、
総
合
職
事

務
）
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
を
紹
介
し
て
い
く
。
企
業
研
究
の
参
考
と
し
て

役
立
て
て
ほ
し
い
。

フ
ェ
ア
な
人
事
考
課

働
き
な
が
ら
資
格
取
得

　

日
本
テ
ク
ノ
は
１
９
９
６
年
に
高
圧
受
電
設

備
の
24
時
間
監
視
装
置
を
独
自
開
発
・
販
売
開

始
し
、
民
間
企
業
と
し
て
電
気
保
安
事
業
に
い

ち
早
く
参
入
し
た
。
企
業
の
省
エ
ネ
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
、
電
気
の
「
見
え
る
化
」
シ
ス
テ

ム
を
提
供
し
な
が
ら
、
電
気
設
備
の
保
安
事
業

で
は
民
間
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
占
め
る
に
至
っ
て

い
る
。
導
入
実
績
は
全
国
で
５
万
件
。
電
力
小

売
り
や
電
気
工
事
な
ど
電
気
の
川
上
か
ら
川
下

ま
で
を
事
業
領
域
と
す
る
電
力
ト
ー
タ
ル
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
企
業
だ
。

　

電
力
小
売
り
事
業
へ
の
進
出
は
２
０
０
７

年
。
国
内
最
大
規
模
の
天
然
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発

電
所
建
設
な
ど
に
よ
り
、
年
間
販
売
電
力
量
12

億
㌔
㍗
時
、
同
事
業
の
顧
客
数
は
９
０
０
０
件

を
超
え
た
。
２
０
１
２
年
に
は
経
済
産
業
省
か

ら
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
に
採
択
さ
れ
、
翌

年
に
は
日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
経
団
連
）
へ

入
会
し
た
。

　

主
力
事
業
の
電
力
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で

は
、単
な
る
省
エ
ネ
活
動
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、

事
業
経
営
に
ま
で
多
面
的
に
貢
献
す
る
、
他
に

類
を
見
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
。
電

気
の
安
定
供
給
の
一
翼
を
担
う
新
電
力
の
代
表

プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
、
電
気
と
環
境
保
全
の
両

面
か
ら
力
を
尽
く
す
考
え
だ
。

 

省
エ
ネ
活
動
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

そ
ん
な
日
本
テ
ク
ノ
が
新
卒
者
を
募
集
し
て

い
る
総
合
職
の
業
種
は
３
つ
。
勤
務
地
が
全
国

の
営
業
所
と
な
る
営
業
職
か
ら
み
て
い
こ
う
。

　

メ
イ
ン
の
仕
事
は
顧
客
の
省
エ
ネ
活
動
を
補

佐
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。
た
だ
し
、
電
気
の
利

用
方
法
を
改
善
す
る
に
は
、
顧
客
の
事
業
活
動

全
体
を
包
括
的
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
省

エ
ネ
を
視
野
に
入
れ
た
工
場
の
生
産
工
程
、
従

業
員
の
労
務
管
理
な
ど
配
慮
す
べ
き
領
域
は
多

岐
に
及
ぶ
。
電
気
は
企
業
活
動
の
す
べ
て
に
か

か
わ
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

こ
こ
で
活
躍
し
て
い
る
人
材
は
「
前
向
き
に

コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
す
る
」
成
長
意
欲
の
あ
る
社

員
。
意
欲
が
あ
れ
ば
、
電
気
の
知
識
が
な
い
新

入
社
員
で
も
着
実
に
プ
ロ
へ
と
育
つ
充
実
し
た

就
業
環
境
が
あ
る
。
そ
れ
は
年
齢
や
社
歴
に
関

係
な
く
成
果
を
正
当
に
評
価
す
る
フ
ェ
ア
な
人

事
考
課
や
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
働
き
や
す
い
職
場
が
示
し
て
い
る
。

 

資
格
取
得
に
必
要
な
実
務
経
験
も

　

２
つ
目
の
募
集
職
種
は
技
術
職
。勤
務
地
は
、

全
国
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
営
業
所
。

高
圧
受
電
設
備
の
保
安
業
務
を
担
当
す
る
電
気

主
任
技
術
者
と
、
監
視
装
置
の
設
置
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
行
う
電
気
工
事
士
だ
。
い
ず
れ
も
入

社
当
初
は
各
種
の
研
修
を
受
け
な
が
ら
、上
長
・

先
輩
の
作
業
の
同
行
補
佐
な
ど
を
行
う
。
電
気

主
任
技
術
者
は
、
一
定
期
間
の
実
務
経
験
を
要

す
る
国
家
資
格
が
必
要
な
職
種
で
、
資
格
取
得

に
向
け
て
実
務
経
験
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き

る
。
定
年
後
は
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協

に
入
会
す
る
こ
と
で
充
実
し
た
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ

を
送
れ
る
点
も
魅
力
に
な
っ
て
い
る
。

　

３
つ
目
の
職
種
は
、
テ
ク
ノ
・
サ
テ
ラ
イ
ト
・

オ
フ
ィ
ス
（
沖
縄
）
が
勤
務
地
の
総
合
職
事
務
。

電
話
や
メ
ー
ル
で
の
顧
客
対
応
、
顧
客
情
報
の

入
力
作
業
、
デ
ー
タ
作
成
な
ど
を
行
う
。
こ
の

職
種
も
、確
か
な
研
修
体
制
に
守
ら
れ
な
が
ら
、

仕
事
を
身
に
つ
け
て
い
け
る
。

2016 年度
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Techno View日 本 テ クノ 社 内 情 報

　

茨
城
県
下
妻
市
に
住
む
松

嵜
宏
信
さ
ん
は
、
日
中
は
不

動
産
業
を
営
み
、
夜
は
バ
ー

を
経
営
す
る
事
業
家
。
店
に

は
地
元
の
経
営
者
が
多
く
集

ま
り
、
下
妻
市
の
隠
れ
た
社

交
場
に
な
っ
て
い
る
。
太
陽

光
発
電
の
導
入
計
画
は
こ
の

バ
ー
か
ら
始
ま
っ
た
。「
太

陽
光
を
導
入
す
る
お
客
さ
ん

が
何
人
か
い
て
、
土
木
や
建

設
の
社
長
さ
ん
と
話
を
す
る

中
で
、
前
向
き
に
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
い
う
。

　

祖
父
か
ら
譲
り
受
け
た
土

地
が
あ
っ
た
が
、
雑
木
林
で

売
ろ
う
に
も
売
れ
な
い
。
40

年
間
手
つ
か
ず
の
状
態
だ
っ

た
。「
で
も
話
を
聞
く
う
ち

に
、
太
陽
光
発
電
に
と
っ
て

は
好
立
地
だ
と
わ
か
っ
た
ん

で
す
」
と
松
嵜
さ
ん
。
土
地

は
少
し
斜
面
だ
っ
た
が
整
地

す
れ
ば
問
題
な
い
。
向
か
い

に
は
工
場
跡
地
が
あ
り
、
高

圧
電
線
が
引
か
れ
て
い
た
た

め
、
こ
れ
を
活
用
す
れ
ば
費

用
を
低
減
で
き
る
。

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
施
工

CIS 太陽電池モジュールの採用で発電量は想定以上になった。

松嵜宏信さん原田英秋さん

休眠地を大規模太陽光発電へ
「すべてが丁寧で完璧な仕事」信頼できるアフターサービスにも満足

神奈川県藤沢・辻堂 ◎ ステラ湘南 エコテナントユーザーレポートエコテナントユーザーレポート

は
、
店
の
常
連
客
か
ら
日
本

テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
を
紹
介
さ
れ

た
。「
初
め
て
聞
く
社
名
で

不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
親

身
で
献
身
的
な
対
応
に
信
頼

が
持
て
ま
し
た
。
銀
行
の
融

資
が
決
ま
る
の
に
１
年
以
上

も
待
っ
て
い
て
く
れ
た
こ
と

で
、
よ
り
信
用
が
深
ま
っ
た

ん
で
す
」。
導
入
し
た
の
は
、

ソ
ー
ラ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
社

製
の
５
３
０
㌔
㍗
シ
ス
テ

ム
。
純
国
産
の
Ｃ
Ｉ
Ｓ
太
陽

電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
信
頼
で

き
る
と
選
定
し
た
。

　

工
事
は
、
整
地
、
防
草
シ

ー
ト
敷
設
、
フ
ェ
ン
ス
設
置

な
ど
土
木
系
の
作
業
は
地
元

企
業
、
パ
ネ
ル
や
電
気
設
備

の
設
置
な
ど
は
日
本
テ
ク
ノ

エ
ン
ジ
が
担
当
し
た
。
完
成

く
、
太
陽
光
に
当
た
る
と
出

力
が
上
が
る
性
質
が
あ
る
。

そ
の
性
能
が
十
分
発
揮
さ
れ

た
よ
う
だ
。

　

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
も

不
満
は
な
い
。「
担
当
者
と

は
何
か
あ
れ
ば
連
絡
を
取
り

合
い
、
仕
事
や
趣
味
の
話
も

す
る
仲
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
20
年
、
30
年
と
付
き
合
う

設
備
。
そ
の
意
味
で
も
安
心

し
て
任
せ
ら
れ
ま
す
」。

　

こ
れ
ま
で
活
用
で
き
な
か

っ
た
休
眠
地
を
太
陽
光
発
電

に
変
え
安
定
し
た
収
入
が
確

認
で
き
た
。
完
成
後
、
松
嵜

さ
ん
は
身
体
が
弱
く
な
っ
た

母
親
の
手
を
引
き
な
が
ら
設

備
を
一
周
し
た
。
そ
こ
で
母

は
笑
顔
を
見
せ
た
。
や
っ
と

親
孝
行
で
き
た
と
思
っ
た
。

　

２
階
デ
ッ
キ
の
踊
り
場
が

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
の
辻
堂
駅

西
口
と
直
結
す
る
複
合
ビ
ル

「
ス
テ
ラ
湘
南
」。
１
階
は
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
生

花
店
、
保
険
相
談
所
、
２
階

は
美
容
室
、
薬
局
、
加
え
て

市
役
所
の
出
張
所
も
入
居
。

３
〜
４
階
は
内
科
、
心
療
内

科
、
歯
科
、
眼
科
と
い
っ
た

医
療
機
関
の
テ
ナ
ン
ト
が
利

用
し
、
５
階
は
賃
貸
住
宅
に

な
っ
て
い
る
。

　

ビ
ル
が
竣
工
し
た
の
は
２

０
１
３
年
10
月
。
駅
西
口
の

開
発
に
伴
い
、
自
宅
が
あ
っ

た
場
所
に
駅
か
ら
の
階
段
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
そ
の
地
続
き

に
ビ
ル
を
新
築
す
る
計
画
が

進
ん
だ
。

　
「
そ
ん
な
経
緯
な
の
で
、

ビ
ル
や
賃
貸
住
宅
の
経
営
な

ど
は
ま
っ
た
く
の
未
経
験
で

し
た
。
多
く
の
人
の
協
力
を

得
て
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
た

ど
り
着
い
た
」
と
原
田
さ
ん

は
完
成
当
時
を
振
り
返
る
。

　

建
物
や
設
備
な
ど
が
ほ
ぼ

駅直結ビル、新築スタート時から自動検針
初めてのビル経営だから信頼できる専門業者へ

整
い
、
こ
れ
か
ら
入
居
が
始

ま
る
と
き
、
管
理
を
依
頼
す

る
不
動
産
業
者
か
ら
テ
ナ
ン

ト
の
電
気
料
金
に
つ
い
て
助

言
を
受
け
た
。「
各
テ
ナ
ン

ト
さ
ん
に
つ
い
て
い
る
子
メ

ー
タ
ー
を
毎
月
検
針
し
、
料

金
計
算
し
て
請
求
を
出
し
、

入
金
管
理
│
│
そ
れ
は
大

変
な
仕
事
だ
と
聞
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
自
動
検
針
で
一

括
代
行
し
て
く
れ
る
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
と
の
こ
と
で
日
本

テ
ク
ノ
さ
ん
を
紹
介
さ
れ
た

ん
で
す
」
と
原
田
さ
ん
。

　

説
明
を
聞
き
、
ビ
ル
の
建

設
業
者
に
相
談
し
て
も
、
エ

コ
テ
ナ
ン
ト
の
導
入
は
薦
め

ら
れ
た
。
原
田
さ
ん
は
、
初

め
て
の
ビ
ル
経
営
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
信
頼
で
き
る
専

門
業
者
に
役
割
を
分
担
す
る

こ
と
を
決
め
る
。

　

現
在
、
ビ
ル
の
完
成
と
エ

コ
テ
ナ
ン
ト
の
導
入
か
ら
約

２
年
が
た
つ
。
こ
れ
ま
で
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
。
原

田
さ
ん
は
「
大
変
だ
と
聞
く

電
気
料
金
の
請
求
で
す
が
、

幸
い
な
こ
と
に
、
当
初
か
ら

そ
の
苦
労
は
ま
っ
た
く
な
か

っ
た
。
今
で
は
そ
れ
が
当
た

り
前
の
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

　

ビ
ル
内
の
ほ
と
ん
ど
の
照

明
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
採
用
し
、
ビ

ル
全
体
に
緑
化
を
施
し
て
い

る
。
環
境
に
配
慮
し
た
駅
直

結
の
ビ
ル
に
は
、
当
初
か
ら

自
動
検
針
の
サ
ー
ビ
ス
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
導
入
さ
れ

て
い
た
。

き
ま
し
た
。
豪
快
に
お

酒
を
飲
み
、
楽
し
い
こ

と
が
大
好
き
な
人
で
し

た
。
そ
の
人
柄
を
思
っ

て
お
別
れ
の
と
き
も
、

に
ぎ
や
か
に
送
り
出
し

て
あ
げ
た
か
っ
た
。
今

日
は
そ
ん
な
願
い
が
叶

い
、
た
く
さ
ん
の
方
に

参
列
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
語
っ
た
。

南
の
２
つ
に
分
け
た
。

北
東
北
支
店
に
は
秋
田

と
盛
岡
、
南
東
北
支
店

に
は
仙
台
と
郡
山
を
置

く
体
制
と
な
っ
た
。
２

支
店
４
営
業
所
で
こ
の

エ
リ
ア
の
事
業
を
進
め

て
い
く
。

　

同
じ
６
月
に
は
、
千

葉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
移
転
も
行
っ
た
。
中

央
区
弁
天
に
あ
っ
た
オ

フ
ィ
ス
を
同
区
松
波
に

移
し
た
。
ビ
ル
は
新
し

く
な
り
最
寄
り
の
千
葉

駅
に
も
近
く
な
っ
た
。

電
話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は

以
前
の
ま
ま
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
連
絡
先

は
左
記
の
通
り
。

拠 点 情 報

秋田営業所開設

秋
田
営
業
所
の
あ
る
秋
田
拠

点
セ
ン
タ
ー
ア
ル
ヴ
ェ
。

　

２
０
１
５
年
７
月
２
日
、
新
宿
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
に
て
故
馬
本
英
夫
氏
（
日
本
テ
ク
ノ
元
取

締
役
会
長
）
を
「
偲
ぶ
会
」（
社
葬
）
が
執
り
行
わ
れ
、
取
引
先
な
ど
の
関
係
者
や
日
本
テ
ク
ノ

社
員
ら
多
数
の
参
列
者
が
温
か
く
故
人
を
見
送
っ
た
。

秋
田
県
秋
田
市
東
通
仲
町
４-

１

 

秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
ア
ル
ヴ
ェ
７
階

電
話 

０
１
８-

８
８
４-

７
６
７
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
８-

８
３
３-

１
１
４
０

開
設
日　

２
０
１
５
年
６
月
29
日

秋
田
営
業
所

千
葉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
移
転
先
）

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
松
波
１-

10-

12

　

  

エ
ル
・
ク
リ
ス
タ
ル
ビ
ル
１
・
2
階

電
話 

０
４
３-

２
０
７-

４
０
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
３-

２
０
７-

４
０
８
０

開
設
日　

２
０
１
５
年
６
月
29
日

　

２
０
１
５
年
６
月
、

日
本
テ
ク
ノ
は
、
東
北

エ
リ
ア
に
４
カ
所
目
と

な
る
「
秋
田
営
業
所
」

を
開
設
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
盛
岡
、
仙

台
、
郡
山
の
３
つ
の
営

業
所
を
東
北
支
店
管
轄

と
し
て
き
た
が
、
今
回

の
秋
田
営
業
所
の
開
設

に
よ
り
、
支
店
を
北
と

　

２
０
１
５
年
７
月
、
神
奈
川
県
相
模
原
市
に
あ
る
日
本
テ
ク
ノ
・
ソ
ー
ラ
ー

パ
ワ
ー
ビ
ル
の
研
修
施
設
で
、
保
安
管
理
業
務
の
技
術
や
安
全
性
、
作
業
時
の

マ
ナ
ー
な
ど
を
競
う
「
第
６
回
保
安
部
安
全
大
会
」
が
開
か
れ
た
。
年
次
点
検

を
安
全
・
確
実
に
実
施
す
る
た
め
毎
年
開
催
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
だ
。

や
顧
客
応
対
な
ど
作
業
の
準
備

か
ら
後
片
づ
け
ま
で
す
べ
て
が

審
査
の
対
象
と
な
る
。

　

前
々
回
は
部
署
ご
と
７
チ
ー

ム
が
参
加
し
た
が
、前
回
よ
り
、

６
つ
の
課
か
ら
１
名
ず
つ
を
選

抜
し
て
、
東
日
本
（
第
１
〜
３

課
）
と
西
日
本
（
第
４
〜
６
課
）

の
各
１
チ
ー
ム
（
作
業
責
任
者

１
名
お
よ
び
作
業
者
２
名
）
を

つ
く
り
、
東
西
対
抗
形
式
で
競

う
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

実
技
時
間
が
大
幅
に
増
え
（
１

２
０
分
）、
実
際
の
年
次
点
検

と
同
じ
工
程
が
審
査
員
の
前
で

実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

審
査
結
果
は
、
わ
ず
か
な
差

で
東
日
本
が
優
秀
チ
ー
ム
に
選

ば
れ
た
。
と
は
い
え
２
チ
ー
ム

と
も
に
ほ
ぼ
同
レ
ベ
ル
の
高
水

準
に
あ
る
と
の
評
価
を
受
け
て

い
る
。
東
日
本
チ
ー
ム
の
作
業

責
任
者
・
佐
藤
主
任
は
「
審
査

委
員
の
方
々
を
前
に
緊
張
し
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、
保
安
従
事

者
の
仕
事
は
感
電
の
危
険
を
伴

う
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
、
十

分
な
注
意
を
向
け
な
が
ら
作
業

に
あ
た
り
ま
し
た
。
そ
の
点
が

評
価
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　

審
査
委
員
を
務
め
た
阪
口
本

部
長
は
、「
保
安
管
理
の
業
務

は
常
に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で

す
。
だ
か
ら
今
回
も
強
い
緊
張

感
を
持
ち
、
作
業
を
見
守
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
保
安
部
は
幸

い
に
も
感
電
事
故
ゼ
ロ
を
維
持

し
て
い
ま
す
。
今
大
会
で
確
認

で
き
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
安
全

第
一
の
現
場
を
継
続
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
総
括
し
た
。

　

大
会
後
、
参
加
者
は
各
自
の

所
属
部
署
に
戻
り
、
競
技
の
結

果
と
身
に
つ
け
た
技
能
を
報
告

し
、
そ
れ
を
共
有
し
た
。

　

保
安
部
安
全
大
会
の
趣
旨

は
、
参
加
者
が
日
ご
ろ
行
っ
て

い
る
点
検
業
務
の
あ
り
方
を
見

つ
め
直
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署

に
戻
っ
て
基
本
の
大
切
さ
を
確

認
し
て
い
く
こ
と
。
自
分
が
安

全
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
こ
と

が
本
当
に
正
し
い
の
か
。
そ
れ

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
場
で
あ
る
。

　

参
加
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

審査員や関係者の厳しい視線を受けながら年次点検の実作業を忠実に再
現する実技競技。１チームに与えられた持ち時間は120分。

【写真上】優秀賞を受けた東日本チーム（左から、仙台班・
氏家、さいたま班・佐藤主任、東京班・吉田）、【下】西日本チ
ーム（左から、神戸班・萩原、長崎班・原野班長、松本班・横内）

年次点検を忠実に再現

第
６
回 

保
安
部
安
全
大
会
開
催

研 修 行 事

は
、
審
査
員
ら

の
前
で
、
実
習

設
備
を
使
い
、

課
題
で
あ
る
年

次
点
検
の
実
作

業
を
忠
実
に
再

現
す
る
。
設
備

は
通
電
し
て
い

な
い
が
、
現
場

と
同
じ
工
程
を

踏
む
た
め
、
緊

迫
し
た
臨
場
感

が
あ
る
。
声
掛

け
の
確
認
動
作

ま
で
約
１
年
。

「
す
べ
て
が
丁

寧
で
完
璧
な
仕

事
だ
っ
た
」
と

松
嵜
さ
ん
は
評

価
す
る
。

　

想
定
以
上
と

驚
い
た
の
は
、

稼
働
後
の
発
電

量
。
採
用
し
た

Ｃ
Ｉ
Ｓ
太
陽
電

池
モ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
部
分
的
に

影
に
な
っ
て
も

影
響
が
少
な

茨城県下妻市 ◎ 松嵜宏信さん所有設備 太陽光発電導入事例太陽光発電導入事例

富士山をかたどった祭壇に手向けられた花々

故馬本英夫会長を「偲ぶ会」

　

故
馬
本
英
夫
氏
は
、

馬
本
英
一
・
日
本
テ
ク

ノ
社
長
の
父
親
。
５
月

22
日
、
療
養
中
の
病
院

で
亡
く
な
っ
た
。
78
歳

だ
っ
た
。
５
月
に
一
部

社
員
も
参
列
し
て
家
族

葬
を
執
り
行
い
、
そ
の

後
、
改
め
て
社
葬
と
し

て
の
「
偲
ぶ
会
」
を
開

い
た
。

　

会
場
に
は
富
士
山
を

か
た
ど
っ
て
生
花
を
し

つ
ら
え
た
祭
壇
に
、
生

前
の
穏
や
か
な
表
情
を

写
し
た
故
人
の
遺
影
が

設
置
さ
れ
た
。祭
壇
は
、

墓
所
が
富
士
山
を
見
渡

す
場
所
に
あ
り
、
そ
れ

と
同
じ
風
景
を
模
し
て

い
た
。
参
列
者
は
献
花

台
に
一
輪
ず
つ
カ
ー
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
供
え
な
が

ら
、
故
人
の
冥
福
を
祈

っ
て
い
っ
た
。

　

葬
儀
委
員
長
の
馬
本

英
一
社
長
は
、
参
列
者

へ
の
あ
い
さ
つ
で
「
会

社
設
立
か
ら
７
年
間
、

父
と
共
に
仕
事
を
し
て

社 葬

http://www.nt-e.jp/
http://www.eco-tenant.jp/
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東
京
都
台
東
区
に
本
社
を

構
え
る
株
式
会
社 

フ
ジ
プ

ラ
イ
ズ
は
、
カ
ッ
プ
や
ト
ロ

フ
ィ
ー
な
ど
の
表
彰
品
や
各

種
記
念
品
を
製
作
・
販
売
す

る
企
業
。
企
業
理
念
は
「
贈

ら
れ
た
と
き
の
想
い
が
い
つ

ま
で
も
蘇
る
よ
う
な
商
品
を

皆
さ
ま
に
提
供
し
続
け
て
い

き
ま
す
」
と
い
う
顧
客
へ
の

温
か
い
気
持
ち
だ
。

　

２
０
１
２
年
４
月
に
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
を
導
入
。
決
め
手
に
な

っ
た
の
は
24
時
間
の
監
視
体

制
が
あ
る
こ
と
と
、
そ
れ
に

伴
い
保
安
点
検
費
用
が
低
減

で
き
る
こ
と
。
導
入
前
は
ビ

ル
の
経
年
劣
化
に
よ
る
漏
電

る
よ
う
呼
び
掛
け
る
。
新
し

い
空
調
で
効
率
が
上
が
っ
た

た
め
１
℃
の
調
整
で
も
警
報

は
止
ま
る
。
そ
の
ほ
か
、
蛍

光
灯
２
０
０
本
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ

の
交
換
、
会
社
で
製
作
し
た

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
や
ジ
ャ
ン
パ
ー

を
着
用
し
て
の
空
調
負
荷

の
低
減
と
い
っ
た
取
り
組
み

で
、
目
標
は
無
理
な
く
達
成

で
き
て
い
る
。

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
の
決
め
手
は

24
時
間
監
視
体
制
で
の
不
安
解
消

そ
れ
が
省
エ
ネ
活
動
の
呼
び
水
に

東京都台東区根岸 5-14-14
TEL 03（3876）0401
URL　http://www.fujiprize.co.jp/
創業 ● 1962年2月
従業員数●110名／事業内容●カップ、ト
ロフィー、記念品などの企画製作、販売

株
式
会
社 

フ
ジ
プ
ラ
イ
ズ

を
危
惧
し
て
い
た
が
、
常
に

自
動
監
視
さ
れ
れ
ば
安
心
で

き
る
。
こ
れ
ま
で
は
月
１
度

の
点
検
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
た
が
、
24
時
間
監
視
シ
ス

テ
ム
が
つ
く
こ
と
で
２
カ
月

に
１
度
で
済
ま
せ
ら
れ
る
。

　

こ
の
導
入
時
の
説
明
で
、

総
務
・
経
理
課
係
長
の
安
井

小
百
合
さ
ん
は
電
気
料
金
の

仕
組
み
も
知
っ
た
。「
た
っ

た
１
回
の
突
発
的
な
使
い
過

ぎ
で
契
約
電
力
が
上
が
る
」

こ
と
に
驚
き
、
省
エ
ネ
活
動

に
本
腰
を
入
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
ま
で
73
㌔
㍗
だ

っ
た
契
約
電
力
を
52
㌔
㍗
に

す
る
目
標
を
立
て
る
。
実
際

に
空
調
の
温
度
調
節
な
ど
の

取
り
組
み
を
始
め
る
と
55
㌔

㍗
ま
で
下
げ
ら
れ
た
。

　

だ
が
現
状
設
備
の
ま
ま
で

は
限
界
が
あ
る
と
感
じ
、
消

費
電
力
の
高
い
空
調
を
、
新

機
種
に
入
れ
替
え
た
。
そ
れ

で
も
警
報
が
鳴
る
と
、
安
井

さ
ん
が
社
内
放
送
で
、
各
フ

ロ
ア
の
温
度
を
１
℃
調
整
す

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

株式会社 フジプライズ

28.9%17.1% 削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

　

福
島
県
白
河
市
に
工
場
が

あ
る
株
式
会
社 

フ
ォ
ー
マ

ン
ス
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ

ィ
ル
ム
を
中
心
に
冷
凍
食
品

の
袋
や
梱
包
材
な
ど
を
製
造

す
る
企
業
。
既
存
の
製
品
を

は
じ
め
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
新
製
品
の
開
発
や
提
案
も

行
う
。
生
産
体
制
を
柔
軟
に

対
応
さ
せ
る
こ
と
で
、
少
品

種
大
量
生
産
が
主
流
だ
っ
た

時
代
か
ら
多
品
種
小
量
生
産

が
求
め
ら
れ
る
現
在
ま
で
多

様
な
要
望
に
応
え
て
い
る
。

　

同
社
の
デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク

は
、
フ
ィ
ル
ム
製
造
機
３
台

と
乾
燥
機
が
同
時
に
稼
働
す

る
と
き
。
製
造
機
は
受
注
に

合
わ
せ
て
３
台
が
フ
ル
稼
働

す
る
日
も
あ
れ
ば
１
台
だ
け

の
と
き
も
あ
っ
た
。
そ
れ
を

２
台
が
安
定
し
て
動
く
状
況

に
す
れ
ば
、
ピ
ー
ク
は
抑
制

で
き
る
。「
そ
れ
は
同
時
に

営
業
部
門
の
業
務
改
善
に
も

な
る
」
と
取
締
役
工
場
長
の

長
野
良
輔
さ
ん
は
考
え
た
。

　

実
行
し
た
の
は
生
産
計
画

の
見
直
し
だ
っ
た
。
以
前
は

営
業
担
当
の
意
見
を
優
先
し

た
１
週
間
ご
と
の
計
画
で
、

こ
れ
が
稼
働
の
偏
り
を
生
む

要
因
の
一
つ
だ
っ
た
。
そ
れ

を
２
カ
月
単
位
の
計
画
に
変

え
、
製
造
機
３
台
が
重
な
ら

な
い
よ
う
日
程
や
時
間
帯
も

調
整
し
た
。「
当
然
、
現
場

の
力
だ
け
で
は
な
く
、
営
業

担
当
も
協
調
姿
勢
を
と
っ
て

く
れ
た
か
ら
、
こ
の
改
善
が

実
現
で
き
た
ん
で
す
」
と
長

野
さ
ん
。
営
業
部
門
は
福
島

か
ら
離
れ
た
東
京
に
あ
り
、

密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
た
め
に
テ
レ
ビ
会
議

も
導
入
し
て
い
る
。

　

計
画
に
合
わ
せ
生
産
工
程

も
工
夫
。
そ
れ
に
よ
り
慣
ら

し
運
転
や
調
整
ミ
ス
に
よ
る

ロ
ス
が
少
な
く
な
り
、
起
動

時
の
負
荷
も
減
っ
た
。
さ
ら

に
従
業
員
の
労
務
管
理
に
ま

で
よ
い
影
響
が
及
び
、
時
間

の
持
て
余
し
や
急
な
残
業
も

な
く
な
り
、
就
業
時
間
も
平

準
化
さ
れ
た
と
い
う
。

機
器
稼
働
を
平
準
化

デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク
対
策
が

同
時
に
業
務
改
善
も福島県白河市十三原道上3-39

TEL 0248（21）6930
URL  http://www.takeda-sangyo.com/

company/formance.html
設立●1983年8月／従業員数●17名
事業内容●プラスチックフィルム製造

株
式
会
社 

フ
ォ
ー
マ
ン
ス

株式会社 フォーマンス

（2012年 2015年）（2014年 2015年）

　

香
川
県
高
松
市
に
あ
る

「
う
ど
ん
本
陣
山
田
家
」
は
、

連
休
と
も
な
る
と
１
日
の
来

客
数
が
３
０
０
０
人
を
超
え

る
有
名
店
。
本
館
や
離
れ
に

あ
る
座
敷
や
テ
ー
ブ
ル
３
０

０
席
以
上
が
開
店
か
ら
閉
店

ま
で
満
席
状
態
の
ま
ま
に
な

る
。
風
情
あ
る
屋
敷
が
、
国

の
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ

れ
て
い
る
店
舗
だ
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
す
る
前

は
、
積
極
的
な
省
エ
ネ
活
動

を
し
て
い
な
か
っ
た
。
空
調

温
度
の
設
定
は
、
真
夏
は
20

℃
、
真
冬
は
30
℃
。
営
業
時

間
中
は
基
本
的
に
つ
け
っ
放

し
だ
っ
た
。
東
日
本
大
震
災

後
の
電
気
料
金
の
値
上
げ
が

進
む
に
つ
れ
、
店
長
の
多
田

光
倫
さ
ん
は
「
何
か
対
策
を

打
た
な
く
て
は
」
と
考
え
、

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
を
決
め
た
。

　

導
入
後
、
日
本
テ
ク
ノ
に

よ
る
勉
強
会
が
開
か
れ
た
。

「
こ
れ
ま
で
も
気
に
し
て
い

た
が
、
外
部
か
ら
の
情
報
で

素
直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
空
調
の
設
定
温

度
を
見
直
す
。
ス
タ
ー
ト
は

28
℃
に
し
、
寿
司
場
だ
け
は

25
℃
に
す
る
と
決
め
た
。
当

然
、
来
客
状
況
や
天
候
に
応

じ
て
設
定
温
度
は
変
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
た
が
、
ほ
と
ん

ど
変
更
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
全
従
業
員
が
「
見
え
る

化
」
に
よ
る
省
エ
ネ
活
動
を

理
解
し
て
い
た
か
ら
だ
。
そ

れ
に
、
設
定
温
度
を
意
識
す

る
よ
う
に
な
っ
て
、
立
ち
仕

事
の
自
分
た
ち
と
、
座
っ
て

食
事
を
楽
し
む
来
店
客
と
で

は
体
感
温
度
が
違
う
と
い
う

こ
と
に
改
め
て
気
づ
い
た
せ

い
も
あ
る
。

　

そ
の
後
は
事
務
所
の
蛍
光

灯
の
間
引
き
や
、
簡
単
に
交

換
で
き
る
照
明
を
す
べ
て
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
変
更
す
る
な
ど
取
り

組
み
は
深
ま
っ
て
い
く
。
気

が
つ
け
ば
、
こ
れ
ま
で
本
格

的
な
省
エ
ネ
活
動
は
未
経
験

だ
っ
た
店
舗
が「
見
え
る
化
」

に
よ
り
26
㌔
㍗
の
デ
マ
ン
ド

を
削
減
し
て
い
た
。

積
極
的
省
エ
ネ
活
動
は

未
経
験
だ
っ
た
店
舗
に

「
見
え
る
化
」が
導
い
た
効
果

香川県高松市牟礼町牟礼 3186
TEL　087（845）6522
URL　http://www.yamada-ya.com/
設立 ● 1978年
従業員数 ● 35名
事業内容 ● うどん製造販売

有限会社山田家 うどん本陣山田家

有
限
会
社
山
田
家 

う
ど
ん
本
陣
山
田
家

（2009年1～12月 2014年1～12月）

26kW
削
減

契約
電力

8.5%
削
減

電　力
使用量

（2013年8月～翌年4月 2014年8月～翌年4月）

（2014年 2015年）

30kW
削
減

契約
電力

6.5%
削
減

電　力
使用量

（2011年5月～翌年4月 2014年5月～翌年4月）

（2011年 2014年）

生
産
ラ
イ
ン
の
稼
働
は
前
提

製
造
工
程
の
調
整
で

付
帯
設
備
を
負
荷
軽
減

　

創
業
は
大
正
元
年
。
鹿
児

島
県
鹿
児
島
市
で
地
元
名
産

の
さ
つ
ま
揚
げ
を
製
造
す
る

株
式
会
社 

有
村
屋
。
伝
統

の
味
を
守
り
続
け
、
１
日
に

３
㌧
の
さ
つ
ま
揚
げ
を
製
造

し
、
今
で
は
日
本
の
み
な
ら

ず
ア
メ
リ
カ
や
東
南
ア
ジ
ア

に
も
輸
出
し
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
知
っ
た
の
は

日
本
テ
ク
ノ
の
営
業
担
当
者

が
飛
び
込
み
で
訪
れ
た
と

き
。
話
を
聞
き
常
務
取
締
役

の
有
村
一
喜
さ
ん
は
、「
こ

れ
な
ら
電
気
使
用
の
無
駄
を

削
減
で
き
る
」
と
思
っ
た
。

自
動
で
電
気
使
用
量
を
制
御

て
い
た
ト
ン
ネ
ル
フ
リ
ー
ザ

ー
の
体
制
を
見
直
し
た
。
受

注
状
況
に
よ
る
が
、
で
き
る

か
ぎ
り
製
造
工
程
を
調
整

し
、原
則
と
し
て
午
前
２
台
、

午
後
１
台
の
稼
働
で
ま
か
な

え
る
よ
う
に
切
り
替
え
た
。

　

そ
う
し
た
取
り
組
み
の
結

果
、
デ
マ
ン
ド
値
は
導
入
前

に
比
べ
30
㌔
㍗
も
削
減
で
き

て
い
る
。鹿児島県鹿児島市南栄 3-24-5

TEL　099（269）5711
URL　http://www.arimuraya.co.jp/
創業 ● 1912年
事業内容 ● さつま揚げ製造販売

株式会社 有村屋

株
式
会
社 

有
村
屋

総務・経理課係長の安井小百合さん。

す
る
の
で
は
な
く
、
従
業
員

の
意
識
向
上
と
行
動
が
伴
わ

な
け
れ
ば
省
エ
ネ
は
成
功
し

な
い
と
い
う
点
も
好
ま
し
く

感
じ
た
。

　

導
入
後
は
有
村
さ
ん
が
先

頭
に
立
っ
て
空
調
の
細
か
な

温
度
調
節
な
ど
活
動
を
開

始
。
従
業
員
へ
の
声
掛
け
も

積
極
的
に
行
っ
た
。
そ
の
効

果
は
す
ぐ
に
出
始
め
る
。
す

か
さ
ず
有
村
さ
ん
は
さ
ら
な

る
ピ
ー
ク
対
策
に
取
り
組
ん

だ
。
製
造
工
程
の
調
整
に
よ

る
負
荷
軽
減
だ
。

　

こ
こ
で
の
ピ
ー
ク
を
押
し

上
げ
る
要
因
の
一
つ
は
、
揚

げ
た
て
の
商
品
を
急
速
冷
凍

す
る
ト
ン
ネ
ル
フ
リ
ー
ザ

ー
。
こ
れ
が
２
台
稼
働
し
て

い
る
状
況
で
、
メ
イ
ン
の
生

産
ラ
イ
ン
が
フ
ル
稼
働
す
る

と
デ
マ
ン
ド
が
上
が
る
。
と

は
い
え
省
エ
ネ
活
動
の
た
め

に
生
産
ラ
イ
ン
を
止
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、

今
ま
で
急
な
注
文
に
備
え
て

常
に
２
台
を
同
時
稼
働
さ
せ

（2011年5月～翌年4月 2014年5月～翌年4月）（2013年4～8月、2014年1～3月
 2014年4～8月、2015年1～3月）

事務長の髙橋和則さん。総務課の佐藤大輔さん。

日本テクノの主力商品「SMARTMETER（スマートメーター）ERIA」（以下、ＥＲＩＡ）「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ
（スマートクロック）」を導入している企業の省エネ活動にスポットを当てる導入事例集。
今回は、北海道、福島、東京、静岡、香川、鹿児島の各地ユーザーの取り組みを紹介していく。

　

静
岡
県
函
南
町
に
あ
る
伊

豆
平
和
病
院
は
、
内
科
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
神

経
内
科
、
皮
膚
科
の
診
療
を

行
う
医
療
機
関
。
１
６
９
床

の
療
養
病
床
を
備
え
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
の
寝
た
き
り

防
止
、
在
宅
復
帰
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
後
、
夏
場

の
午
後
１
時
前
後
に
な
る
と

空
調
の
負
荷
が
高
く
な
り
、

警
報
が
鳴
る
状
況
が
続
い
て

い
た
。
そ
こ
で
事
務
長
の
髙

橋
和
則
さ
ん
は
警
報
時
に
院

内
を
回
り
、空
調
の
オ
フ
や
、

温
度
設
定
を
弱
め
る
こ
と
で

ピ
ー
ク
を
抑
え
よ
う
と
試
み

た
。
だ
が
、
利
用
患
者
や
身

体
を
使
う
ス
タ
ッ
フ
の
こ
と

を
考
え
る
と
極
端
な
温
度
調

整
は
で
き
な
い
。
医
師
や
他

の
職
員
か
ら
も
「
患
者
さ
ん

の
体
調
が
心
配
だ
」
な
ど
の

意
見
が
あ
り
、
温
度
管
理
だ

け
に
よ
る
デ
マ
ン
ド
値
の
抑

制
に
は
限
界
を
感
じ
た
。

　

ほ
か
に
デ
マ
ン
ド
抑
制
の

方
法
は
な
い
か
。
髙
橋
さ
ん

が
着
目
し
た
の
は
空
調
の
室

外
機
だ
っ
た
。

　

室
外
機
の
周
辺
温
度
を
下

げ
れ
ば
空
調
の
効
率
は
高
ま

り
、
電
気
使
用
量
は
減
ら
せ

る
。
髙
橋
さ
ん
は
ピ
ー
ク
の

時
間
に
合
わ
せ
て
室
外
機
へ

の
水
撒
き
を
実
施
す
る
。
当

初
は
ホ
ー
ス
を
引
き
回
し
て

直
接
水
を
撒
い
た
。
警
報
は

減
り
効
果
は
す
ぐ
に
確
認
で

き
た
。
さ
ら
に
作
業
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
穴
を
開
け

た
ホ
ー
ス
を
室
外
機
の
上
に

設
置
し
て
、
蛇
口
を
ひ
ね
る

だ
け
で
水
撒
き
で
き
る
よ
う

工
夫
を
施
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
わ
ず
か
数
分
の
散
布
で

デ
マ
ン
ド
抑
制
が
可
能
に
な

っ
た
。
加
え
て
施
設
営
繕
の

担
当
者
と
協
力
し
て
室
外
機

の
周
囲
に
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
も
育
成
し
た
。

　

こ
う
し
た
改
善
を
重
ね
、

導
入
時
１
７
５
㌔
㍗
だ
っ
た

デ
マ
ン
ド
が
今
で
は
１
６
４

㌔
㍗
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
。

苦
慮
し
た
温
度
管
理
の
省
エ
ネ
も

室
外
機
に
施
し
た
工
夫
で

無
理
な
く
デ
マ
ン
ド
抑
制
へ

静岡県田方郡函南町平井1690-13
TEL　055（974）1355
URL　http://www.shinkohkai.jp/heiwa/
設立 ● 1978年5月
従業員数●120名／病床数●169床
（医療60床、介護109床）

医療法人新光会 伊豆平和病院

医
療
法
人
新
光
会 

伊
豆
平
和
病
院

11kW 削
減

契約
電力

5.2%
削
減

電　力
使用量

（2009年 2014年）

フ
ジ
プ
ラ
イ
ズ
本
社
の
外
観
。

店長の多田光倫さん。

取締役工場長の長野良輔さん。

常務取締役の有村一喜さん。

　BSジャパン（BSデジタル 7ch テレビ東京系）にて毎週水曜夜 9時 54 分から放映中の「省エネの達人『企
業編』」。この番組で紹介されたエコノウハウを紹介していく。今回は、食欲の秋にちなんで食品加工業
の省エネ方法にスポットを当て、お手本になる放送回をピックアップした。ここに掲載した3回分も含め、
過去の放送を再生できるウェブサイト（左記）もある。

菓子、味噌、鶏肉 ──
食品加工業の省エネ方法

番組バックナンバー配信中
http://eco-tatsujin.jp/

曇
野
市
に
あ
る
「
あ
づ
み

野
菓
子
工
房 

彩
香
」
だ
。

　

こ
こ
に
は
４
台
の
オ
ー

ブ
ン
が
あ
り
、
こ
れ
が
同

時
稼
働
す
る
と
ピ
ー
ク
が

上
が
る
。
そ
こ
で
最
も
消

費
電
力
の
大
き
い
１
台
は

な
る
べ
く
使
わ
ず
、
ほ
か

の
３
台
を
分
散
し
て
使
用

す
る
よ
う
に
し
た
。
大
き

な
１
台
の
使
用
時
は
、
他

の
３
台
は
電
源
を
切
る
。

今
ま
で
や
っ
て
い
た
作
業

工
程
を
見
直
し
、
集
中
さ

せ
ず
に
平
準
化
す
る
こ
と

で
、
そ
ん
な
機
器
使
用
の

方
法
を
可
能
に
し
た
。

　

作
業
の
平
準
化
に
よ
り

高
品
質
の
商
品
を
よ
り
安

定
的
に
つ
く
り
出
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
ピ

ー
ク
だ
け
で
な
く
使
用
量

削
減
に
も
つ
な
が
っ
た
。

「あづみ野菓子工房 彩香」
省エネがおいしいお菓子づくりにも役立つ!?　オーブンの使い方がポイントです

【第 234回】2014 年 12月24日放送分
　

省
エ
ネ
意
識
を
高
め
よ

う
と
、
す
べ
て
の
照
明
ス

イ
ッ
チ
の
上
に
「
１
分
14

円
」
と
記
し
た
シ
ー
ル
を

貼
っ
た
が
、
思
っ
た
よ
う

な
効
果
は
出
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
削
減
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
電
気
使
用
量
か
ら
電

力
ピ
ー
ク
に
切
り
替
え
た

と
こ
ろ
、
大
き
な
成
果
が

得
ら
れ
た
。
そ
ん
な
試
行

錯
誤
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
の
が
、
長
野
県
安

作業の集中を避け平準化
た
。以
前
は
こ
の
時
間
に
、

加
工
し
た
商
品
を
一
気
に

冷
凍
す
る
急
速
冷
凍
機
を

稼
働
さ
せ
て
い
た
。
こ
れ

を
変
更
し
、
作
業
場
の
ミ

キ
サ
ー
や
ス
チ
ー
マ
ー
な

ど
の
稼
働
と
重
な
ら
な
い

19
時
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に

し
た
。
こ
れ
で
ピ
ー
ク
は

抑
え
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
ま
で
常

時
稼
働
さ
せ
て
い
た
製
氷

機
を
、
消
費
電
力
の
大
き

い
洗
浄
機
が
動
く
午
前
中

に
、
停
止
す
る
よ
う
に
し

た
。
ま
た
、
工
場
で
使
用

す
る
水
の
量
が
適
量
に
な

る
よ
う
見
直
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
、
地
下
水
を
く
み

上
げ
る
た
め
24
時
間
稼
動

さ
せ
て
い
た
ポ
ン
プ
を
夜

間
２
台
か
ら
１
台
に
減
ら

す
こ
と
が
で
き
た
。

「株式会社後藤孵卵場 美濃かしわ」
電力ピークの原因を解明！　急速冷凍庫の稼働時間を変更しました

【第 249回】2015 年 4月8日放送分
　

電
力
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

時
間
帯
を
確
認
し
、
そ
の

と
き
の
稼
働
設
備
や
作
業

状
況
を
精
査
し
て
、
電
気

を
使
う
機
器
を
見
直
す
。

そ
の
結
果
、
電
気
使
用
量

約
12
％
、
電
力
ピ
ー
ク
約

７
％
の
削
減
に
つ
な
が
っ

た
の
が
、
岐
阜
県
関
市
に

あ
る
「
株
式
会
社
後
藤
孵

卵
場 

美
濃
か
し
わ
」
だ
。

　

鶏
肉
の
加
工
を
行
う
同

社
の
ピ
ー
ク
は
18
時
だ
っ

稼働時間の変更でピーク抑制
噌
と
し
て
知
ら
れ
る
「
金

山
寺
味
噌
」
を
製
造
し
て

お
り
、
味
噌
に
必
要
な
麹

を
つ
く
る
と
き
、
発
酵
工

程
で
の
発
熱
を
抑
え
る
た

め
チ
ラ
ー
（
冷
却
装
置
）

を
稼
働
さ
せ
る
。
こ
の
チ

ラ
ー
が
電
力
ピ
ー
ク
を
導

く
最
大
負
荷
設
備
と
な
っ

て
い
る
。

　

３
日
間
の
チ
ラ
ー
稼
働

時
に
は
、
い
つ
も
精
米
に

使
用
し
て
い
る
機
械
の
稼

働
を
止
め
る
。
機
械
の
停

止
に
備
え
て
事
前
に
精
米

作
業
を
済
ま
せ
る
よ
う
生

産
工
程
も
見
直
し
た
。
そ

れ
で
も
電
力
ピ
ー
ク
が
上

が
り
そ
う
な
場
合
に
は
、

従
業
員
控
え
室
な
ど
の
エ

ア
コ
ン
を
一
時
的
に
オ
フ

に
す
る
な
ど
し
て
対
応
し

て
い
る
。

「丸新本家」
おいしい金山寺味噌づくりと省エネを実現　麹の仕込み期間に着目しました

【第 245回】2015 年 3月11日放送分
　

最
も
消
費
電
力
の
大
き

い
設
備
の
稼
働
期
間
は
、

月
の
う
ち
３
日
間
。
そ
の

間
の
省
エ
ネ
活
動
を
徹
底

す
る
こ
と
で
、
電
力
ピ
ー

ク
を
約
23
％
削
減
し
、
毎

月
約
５
万
円
の
電
気
代
削

減
に
成
功
し
た
│
│
そ
ん

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
の
が
、
和
歌
山
県
湯
浅

町
に
あ
る
「
丸
新
本
家
」

で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
お
か
ず
味

最大負荷設備の稼働に対応

株
式
会
社 

有
村
屋・本
社
工
場
外
観
。

　

職
員
や
学
生
が
事
務
室
を

の
ぞ
き
込
み
、
壁
に
あ
る
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
を

さ
し
て
「
こ
の
時
計
は
何
で

す
か
」
と
聞
い
て
く
る
。
総

務
課
の
佐
藤
大
輔
さ
ん
が

「
電
気
の
使
い
過
ぎ
を
教
え

て
く
れ
る
時
計
で
す
」
と
答

え
る
と
感
心
し
た
面
持
ち
で

眺
め
て
い
く
。「
見
え
る
化
」

の
導
入
が
多
く
の
人
に
省
エ

ネ
へ
の
興
味
を
抱
か
せ
た
。

　

こ
こ
は
北
海
道
札
幌
市
に

あ
る
北
海
道
武
蔵
女
子
短
期

大
学
。
教
養
学
科
、
英
文
学

科
、
経
済
学
科
の
３
学
科
に

約
８
０
０
名
の
学
生
が
通

う
。
教
育
理
念
は
、
す
ぐ
れ

た
知
性
、
清
純
な
気
品
、
実

践
へ
の
意
欲
と
い
う
「
知
、

情
、
意
」
を
兼
ね
備
え
た
教

養
豊
か
な
現
代
女
性
を
養
成

す
る
こ
と
。

　

省
エ
ネ
活
動
の
一
番
の
課

題
は
冬
場
の
デ
マ
ン
ド
対
策

だ
。
２
つ
の
大
講
義
室
が
同

時
に
使
わ
れ
、
そ
こ
に
他
の

教
室
で
の
講
義
や
食
堂
の
営

業
時
間
が
重
な
る
と
警
報
が

鳴
る
。
佐
藤
さ
ん
は
、
空
調

の
集
中
管
理
盤
で
、
未
使
用

の
教
室
や
事
務
局
の
空
調
を

オ
フ
に
し
、
不
要
な
照
明
を

消
す
た
め
校
内
を
回
る
。
そ

れ
を
通
常
の
ピ
ー
ク
対
策
と

し
て
い
る
。

　

最
大
ピ
ー
ク
は
、
正
月
休

み
明
け
の
初
日
。
校
舎
内
が

完
全
に
冷
え
切
っ
て
い
る
た

め
、
空
調
を
一
斉
に
立
ち
上

げ
る
こ
の
日
に
デ
マ
ン
ド
値

が
最
大
に
な
る
。「
見
え
る

化
」
導
入
後
の
最
初
の
年
は

優
先
順
位
を
決
め
て
空
調
を

稼
働
。
警
報
に
合
わ
せ
オ
ン

と
オ
フ
を
繰
り
返
し
た
。
翌

年
か
ら
は
、
ボ
イ
ラ
ー
管
理

者
に
依
頼
し
て
休
み
明
け

２
、
３
日
前
か
ら
数
時
間
ず

つ
空
調
を
入
れ
て
、
少
し
ず

つ
校
舎
を
暖
め
て
初
日
を
迎

え
る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
で

空
調
負
荷
の
急
増
は
低
減
さ

れ
た
。
導
入
前
に
比
べ
デ
マ

ン
ド
値
は
45
㌔
㍗
も
削
減
で

き
て
い
る
。

課
題
は
冬
の
デ
マ
ン
ド
対
策

最
大
ピ
ー
ク
の
正
月
休
み
明
け
は

２
、
３
日
前
か
ら
の
対
応北海道札幌市北区北 22 条西13丁目

TEL　011（726）3141
URL　http://www.musashi-jc.ac.jp/
設立 ● 1967年1月
専任教職員数 ● 48名
事業内容 ● 短期大学

　　北海道武蔵女子学園 北海道武蔵女子短期大学

　

 

北
海
道
武
蔵
女
子
学
園 

北
海
道
武
蔵
女
子
短
期
大
学

45kW
削
減

契約
電力

3.2%
削
減

電　力
使用量

（2013年 2015年）

（2012年4月～翌年3月 2014年４月～翌年３月）

「省エネの達人」に学ぶエコノウハウ省エネの達人」に学ぶエコノウハウエコ

学
校

法
人

学校
法人

http://www.eria.jp/
http://www.n-techno.co.jp/smartclock/index.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20141224.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20150311.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20150408.html
http://www.eco-tatsujin.jp/
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企業活性化教育研究所・長尾光雄事務所 長
なが

尾
お

 光
みつ

雄
お

芝蘭之化 しらんのか ─ ５ ─
　

マ
ン
ネ
リ
は
人
間
の
脳
に

と
っ
て
必
要
だ
。
脳
が
膨
大

な
情
報
を
処
理
す
る
に
は
一

度
経
験
し
た
事
象
を
マ
ン
ネ

リ
（
慣
れ
）
に
し
て
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
だ
。
こ
こ
で
問
題
な

の
は
、
プ
ロ
と
し
て
携
わ
る

べ
き
仕
事
ま
で
マ
ン
ネ
リ
で

処
理
し
て
し
ま
う
こ
と
だ
。

　

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
ト
ヨ

タ
に
は
、
仕
事
の
標
準
仕
様

書
が
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
に

書
か
れ
た
通
り
に
動
け
ば
誰

で
も
最
高
の
仕
事
が
で
き
る

手
引
き
。
だ
が
そ
の
仕
様
書

は
日
々
変
わ
っ
て
い
く
。
も

し
以
前
の
仕
様
で
働
い
て
い

る
と
、
上
司
か
ら
「
こ
の
仕

様
書
は
３
日
前
の
改
善
改
革

だ
。
そ
れ
以
降
何
も
考
え
ず

に
仕
様
書
通
り
の
仕
事
を
し

て
い
た
の
か
？　

マ
ン
ネ
リ

な
仕
事
を
す
る
な
!!
」
と
叱

責
さ
れ
る
そ
う
だ
。毎
日
０
・

１
％
の
わ
ず
か
な
改
善
で

も
、
そ
れ
を
続
け
る
と
、
複

利
計
算
で
積
み
重
な
る
た
め

１
年
間
で
44
％
に
な
る
。
も

し
５
年
間
継
続
す
れ
ば
６
倍

の
成
長
に
な
る
の
だ
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ

ン
競
技
に
３
大
会
連
続
で
出

場
し
た
東
海
大
学
名
誉
教
授

の
宇
佐
美
彰
朗
氏
は
現
役
当

時
「
走
る
だ
け
の
マ
ラ
ソ
ン

に
飽
き
な
い
か
」
と
質
問
さ

れ
「
何
回
走
っ
て
も
同
じ
こ

と
を
し
て
い
る
感
覚
は
な

い
。
コ
ー
ス
や
天
候
な
ど
条

件
も
違
う
。
走
る
度
に
新
鮮

な
気
持
ち
だ
」
と
答
え
た
と

の
こ
と
だ
。
宇
佐
美
氏
に
あ

っ
た
の
は
ど
う
す
れ
ば
ベ
ス

ト
の
走
り
が
で
き
る
か
だ
。

　

プ
ロ
は
常
に
改
善
、
改
革

し
、
課
題
を
持
っ
て
仕
事
に

取
り
組
み
、
少
し
で
も
成
長

し
よ
う
と
実
行
す
る
人
だ
。

企
業
人
は
誰
も
が
各
職
種
に

お
け
る
そ
の
道
の
プ
ロ
だ
。

わ
ず
か
な
改
善
で
も
毎
日
の

積
み
重
ね
を
忘
れ
る
べ
き
で

は
な
い
。

　

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
と

い
う
労
働
事
故
に
関
す
る
経

験
則
が
あ
る
。
１
件
の
重
大

事
故
の
背
景
に
は
29
件
の
小

さ
な
事
故
と
３
０
０
件
の
微

細
な
問
題
が
あ
る
と
い
う
統

計
的
法
則
だ
。
重
大
事
故
を

防
ぐ
に
は
３
０
０
の
微
細
な

問
題
を
放
置
せ
ず
に
処
理
す

る
必
要
が
あ
る
。
マ
ン
ネ
リ

で
緊
張
感
が
欠
け
た
職
場
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

大
事
な
の
は
人
材
教
育
を

通
じ
て
職
場
が
マ
ン
ネ
リ
に

な
ら
な
い
よ
う
、
各
自
の
能

力
を
主
体
的
に
引
き
出
す
環

境
づ
く
り
を
す
る
こ
と
だ
。

　

芝し

蘭ら
ん

之の

化か

で
あ
る
。

マ
ン
ネ
リ
な
仕
事
を
す
る
な
!!

プ
ロ
は
常
に
現
状
に
満
足
し
な
い

日
本
の
た
め
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
に
、
日
本
テ
ク
ノ
が
で
き
る
こ
と

│
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
へ
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

特製エコカレンダープレゼント
正解者の中から抽選で 100 名の方に、日本テクノ特製エコカレンダー
をプレゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り
上げてほしい記事」「面白かった記事」「つまらなかった記事」を明記
のうえ下記あて先までご郵送ください。また、インターネットのサイ
ト「Eco News Web Magazine」からも応募できます。下記 URL にアク
セスして当コーナー応募フォームのリンクをクリックし、画面の指示
に従いご応募ください。なお、発表は賞品の発送をもって代えさせて
いただきます。締め切りは 2015 年 12 月 25 日（金）必着。
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

―――――――――― ＜あて先＞ ――――――――――
〒 163-0651 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 51 階

日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係
【Eco News Web Magazine】http://econews.jp/ ※ 内容に関しては、細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は

小紙では負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

　

環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
レ
ベ
ル
を
、
楽

し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

出
題
範
囲
は
本
紙
前
号
（
41
号
）
の
掲
載
記

事
。
会
社
や
学
校
な
ど
で
下
記
の
設
問
を
使

っ
て
、
環
境
常
識
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
の
も
い

い
。
転
載
大
歓
迎
。
環
境
知
識
の
向
上
に
役

立
て
て
ほ
し
い
。〈
答
え
は
６
面
に
掲
載
〉

環境問題

常識テス
ト

複数の発電方式を組み合わ
せ、安定的な電気をバランスよ
くつくることを何という？

a
b
c
d

エネルギーミックス

エネルギーネットワーク

電力ネットワーク

電力バランス

Question
1

2015年４月に発足。全国規模
で需給調整を行うなど、いわ
ば電力安定供給の管制塔の役
割を担う組織は？

a
b
c
d

電力広域的運営推進機関

広域的安定供給推進機関

電力安定供給推進機関

広域的需給調整運営機関

Question
2

２０１３年４月に閣議決定。安定
供給や料金の引き下げなどを
目指す電力市場の改革を何と
いう？

a
b
c
d

電力行政改革

電力ミックス改革

電力広域運営改革

電力システム改革

Question
3

電力会社からの要請で節電し
たとき、削減分の電力使用量
を買い取ってもらえる取引を
何という？

a
b
c
d

省エネルギー取引

電力オフセット取引

カットバック取引

ネガワット取引

Question
4

テクノユーザー

復興への歩み
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⑪

⑩

●タテのカギ●
①  今が見ごろだ。紅葉を見に
行こう！

②  ○○イ各国が協力して温暖
化対策。

③  秋晴れに気分はル○○○。
⑤  優秀な人。選ばれた人。
⑦  生ゴミが堆肥になります。
「○○ポスト」。

⑩  芸術の秋。洋画鑑賞は、吹
き替え派？　○○ク派？

●ヨコのカギ●
①  漢字は金木犀。とてもいい
香り。キン○○○イ。

④  ケロケロケロ。ゲコゲコ。
⑥  粒が分かれているイクラ。
かたまってるス○○。

⑧  あれ? マツムシが鳴いて
いるよ。チンチロ○○。

⑨  インドの偉人。独立の父。
⑪  かがむから背中を飛び越え
てね。ウ○○○。

第四十二回

　

有
限
会
社 

斉
藤
製
作
所
・

取
締
役
社
長
の
斉
藤
隆
さ

ん
。
工
作
機
械
の
修
理
会
社

を
営
む
父
親
の
も
と
で
働
き

な
が
ら
金
型
部
品
の
加
工
技

術
を
覚
え
た
。

　

加
工
技
術
の
イ
ロ
ハ
を
教

わ
っ
た
恩
人
と
の
共
同
出
資

に
よ
り
福
島
県
の
飯
舘
村
で

地
元
の
人
と
共
同
に
よ
る
金

型
部
品
製
造
の
会
社
を
始
め

る
。
そ
れ
が
２
０
０
２
年
。

飯
舘
村
か
ら
多
大
な
支
援
を

受
け
て
実
現
し
た
起
業
だ
っ

た
。
２
０
０
６
年
に
は
、
父

の
会
社
の
登
記
を
飯
舘
村
に

移
し
、
独
立
。
心
機
一
転
、

営
業
活
動
か
ら
始
め
た
が
、

父
の
顧
客
か
ら
の
注
文
も
入

り
、
こ
な
し
き
れ
な
い
ほ
ど

の
仕
事
量
に
な
っ
た
。
そ
れ

事
量
に
戻
っ
た
。
そ
の
勢
い

は
今
後
さ
ら
に
増
え
る
と
予

想
さ
れ
た
。
応
じ
て
求
人
を

か
け
た
。
飯
舘
村
で
は
苦
労

し
た
人
材
募
集
も
福
島
市
で

は
順
調
に
で
き
た
。
仕
事
も

社
員
も
増
え
、
福
島
工
場
は

手
狭
に
な
っ
て
い
く
。

　

飯
舘
村
の
元
の
場
所
を
村

に
確
認
す
る
と
、
復
興
住
宅

建
設
の
た
め
使
え
な
い
と
い

う
。
そ
こ
で
村
の
別
の
場
所

に
新
し
い
工
場
を
建
て
る
こ

と
に
し
た
。
こ
こ
で
も
村
と

県
の
支
援
が
得
ら
れ
、
驚
く

ほ
ど
の
好
条
件
で
計
画
が
進

ん
だ
。
働
く
人
材
も
福
島
市

内
か
ら
通
勤
し
て
も
よ
い
と

い
う
人
な
ど
が
集
ま
っ
た
。

で
も
品
質
は
確
保
し
、
信
頼

を
築
き
、
や
っ
と
従
業
員
も

８
名
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
と

い
う
と
き
、
東
日
本
大
震
災

が
起
き
た
。

　

地
震
そ
の
も
の
の
被
害
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
問
題

は
原
発
事
故
の
影
響
だ
。
避

難
勧
告
が
出
さ
れ
る
ま
で
に

な
っ
て
し
ま
う
。

　

震
災
発
生
か
ら
４
日
後
、

従
業
員
の
父
親
が
会
社
に
来

て
「
い
つ
で
も
避
難
で
き
る

準
備
を
し
ま
す
」
と
息
子
を

連
れ
帰
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ

で
は
仕
事
は
で
き
な
い
。
従

業
員
た
ち
と
も
相
談
し
福
島

市
内
へ
の
工
場
移
転
を
決
め

た
。
こ
れ
ま
で
よ
り
通
勤
距

離
は
長
く
な
る
。
こ
の
移
転

で
３
人
が
、
小
さ
な
子
ど
も

へ
の
放
射
線
の
影
響
や
親
の

面
倒
を
見
る
な
ど
家
族
の
問

題
で
や
む
な
く
退
職
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
実
績
や
信
頼

も
あ
り
、
移
転
先
の
福
島
工

場
で
も
半
年
ほ
ど
で
元
の
仕

挑戦し続けることが地元への恩返し

新
工
場
は
、
予
定
を
１
年
前

倒
し
て
２
０
１
４
年
１
月
に

稼
働
し
始
め
た
。

　

斉
藤
製
作
所
は
現
在
、
福

島
と
飯
舘
２
カ
所
の
各
８
名

体
制
で
フ
ル
稼
働
し
て
い

る
。
そ
れ
で
も
斉
藤
さ
ん
は

事
業
を
さ
ら
に
拡
大
し
た
い

と
考
え
る
。
近
い
将
来
、
福

島
と
飯
舘
を
代
表
す
る
企
業

に
な
る
た
め
挑
戦
し
続
け
る

と
い
う
。
ど
ん
な
困
難
か
ら

も
逃
げ
出
さ
ず
、
強
い
意
志

を
持
ち
、
努
力
し
続
け
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
。
そ
の
中
で

見
つ
け
た
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か

み
取
る
の
が
、
こ
れ
ま
で
支

え
て
く
れ
た
人
た
ち
へ
の
恩

返
し
だ
と
考
え
て
い
る
。

忘
れ
な
い
。困
難
に
向
か
う
意
志
と
努
力取締役社長の斉藤隆さん。

おばあちゃんの

知恵袋
　

収
穫
の
秋
を
迎
え
て
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
庭
の
木
に
は

今
年
も
た
く
さ
ん
の
甘
柿
が

な
り
ま
し
た
。

　

果
肉
だ
け
で
な
く
皮
に
も

栄
養
が
た
っ
ぷ
り
含
ま
れ
て

い
る
柿
。
果
肉
だ
け
を
い
た

だ
く
の
も
お
い
し
い
け
れ

ど
、
せ
っ
か
く
な
ら
丸
ご
と

味
わ
い
た
い
で
す
ね
。

　

ま
ず
は
焼
き
柿
。
ヘ
タ
を

取
っ
て
４
等
分
に
し
た
ら
、

皮
ご
と
焦
げ
目
が
つ
く
ま
で

焼
き
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と

で
風
味
と
甘
さ
が
増
し
て
皮

は
パ
リ
ッ
と
中
は
ト
ロ
ッ
と

お
い
し
く
な
る
ん
で
す
よ
。

　

皮
の
み
を
お
い
し
く
調
理

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

柿
の
皮
は
、
そ
の
昔
、
お

砂
糖
の
代
わ
り
と
し
て
重
宝

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
食
べ
や

す
い
サ
イ
ズ
に
カ
ッ
ト
し
た

皮
を
オ
ー
ブ
ン
で
焼
く
だ
け

で
お
い
し
い
お
や
つ
に
早
変

わ
り
。
天
日
干
し
し
た
も
の

を
細
か
く
砕
い
て
煮
物
や
漬

物
に
入
れ
れ
ば
、
ほ
ん
の
り

甘
み
が
効
い
て
味
に
コ
ク
や

深
み
が
出
ま
す
。

　

ま
た
、
柿
の
ヘ
タ
は
、
漢

方
で
は
「
柿
蔕
（
し
て
い
）」

と
呼
ば
れ
て
い
て
、
熟
し
た

柿
の
ヘ
タ
を
生
し
ょ
う
が
と

一
緒
に
煮
詰
め
、
こ
し
た
も

の
を
飲
む
と
、
し
ゃ
っ
く
り

や
胃
の
不
調
に
効
く
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

栄
養
満
点
の
旬
な
食
材
を

取
り
入
れ
て
秋
を
彩
り
ま
し

ょ
う
。

サイトには、おばあちゃんのエコクッキングレシピやお掃除法、エコグ
ッズのつくり方など、エコな生活の知恵が盛りだくさん。月1回のメー
ルマガジンでは、更新情報やメルマガ限定｢おばあちゃんへの質問コ
ーナー」をお届けしています。同サイトにて購読を登録ください。

検 索日本テクノ　おばあちゃんの知恵袋

http://econews.jp/idea

おばあちゃんの特製手ぬぐいをプレゼント !!
くらしに役立つエコな知恵やアイデアを募集しています。ご応募
いただいた方の中から抽選で毎月10名様に、おばあちゃんの
特製手ぬぐいをプレゼント！　投稿内容は選考のうえ、本紙また
はウェブサイトにて紹介させていただきます。
応募方法〈はがき〉ご住所とお名前を明記のうえ、日本テクノ「お
ばあちゃんの知恵袋」係までお送りください。〈WEB〉下記ウェ
ブサイトにて必要事項を明記のうえ、ご応募ください。

お茶を飲んだ後の茶殻を乾燥させて、ク
ッキーの生地に混ぜ込んで焼きます。和
風クッキーになり、とてもおいしいです！

＠ジニさん

今回はこんな知恵を提供していただきました！

河 村 隆 一 の エ コ ス タ デ ィ
実はよく知らないのに、今さら聞くのも恥ずかしい……そん
な言葉を、環境活動家としても知られる河村隆一さんが調べ、
やさしく答えるこのコーナー。今回は、省エネ活動の中でも、
つい見落としがちな無駄づかいについて。

旬の柿をまるごと味わうレシピ

待
機
電
力
っ
て
何
？

100名
抽選で

タ
テ
の
カ
ギ
、
ヨ
コ
の
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
マ
ス
を
埋
め
て

い
き
ま
す
。
グ
レ
ー
の
二
重
囲
み
マ
ス
に
入
る
５
文
字
を

組
み
合
わ
せ
エ
コ
に
関
連
す
る
言
葉
を
つ
く
り
ま
す
。
そ

の
言
葉
が
解
答
で
す
。
ヒ
ン
ト
は
「
ｅ
」
の
形
の
手
が
地

球
を
包
む
デ
ザ
イ
ン
。
こ
れ
が
つ
い
た
商
品
は
エ
コ
。

写
真
は
２
０
１
５
年
版
で
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
賞
品
は
現
在
制
作
中

の
２
０
１
６
年
版
に
な
り
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
、河
村
隆
一
で
す
。

　

今
回
取
り
上
げ
る
の
は
「
待
機

電
力
」。
待
機
時
消
費
電
力
と
も

い
わ
れ
、
電
気
製
品
を
使
っ
て
い

な
い
と
き
で
も
消
費
さ
れ
る
電
力

の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
テ
レ
ビ

は
、
リ
モ
コ
ン
で
ス
イ
ッ
チ
を
切

り
、
画
面
に
何
も
映
っ
て
い
な
く

て
も
、
常
に
リ
モ
コ
ン
か
ら
の
信

号
を
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。
ス
タ

ン
バ
イ
状
態
を
保
つ
た
め
電
気
を

使
用
し
て
い
る
の
で
す
。

　

２
０
１
３
年
２
月
に
一
般
財
団

法
人 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

が
公
表
し
た
調
査
報
告
書
に
よ
る

と
、
一
世
帯
当
た
り
の
待
機
電
力

は
年
間
２
２
８
㌔
㍗
時
に
な
る
そ

う
で
す
。
こ
れ
は
全
消
費
電
力
量

の
５
・
１
％
に
相
当
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
で
待
機
電
力
が
最
も

多
か
っ
た
の
は
ガ
ス
温
水
器
で
し

た
。
壁
な
ど
に
つ
け
た
操
作
パ
ネ

ル
が
電
気
を
消
費
す
る
の
で
す
。

つ
い
忘
れ
が
ち
で
す
が
、
使
い
終

え
た
ら
す
ぐ
「
運
転
〈
入
／
切
〉」

な
ど
と
表
示
さ
れ
た
ボ
タ
ン
を
押

し
、
電
源
オ
フ
を
徹
底
し
た
い
で

す
ね
。
温
水
器
に
続
き
待
機
電
力

が
多
か
っ
た
の
は
、
テ
レ
ビ
、
エ

ア
コ
ン
、
電
話
機
、
Ａ
Ｖ
機
器
な

このコーナーで取り上げてほしい環境関連の用語を
募集しています。ご応募は日本テクノ「河村隆一の
エコスタディ」係まで。環境用語と連絡先を明記の
うえハガキでご送付ください。ウェブサイト（http://
econews.jp/）からも応募できます。

ど
で
す
。

　

待
機
電
力
を

減
ら
す
に
は
、
コ
ン
セ

ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く
の
が

一
番
手
っ
取
り
早
い
方
法
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
使
い
勝
手

も
悪
く
、
機
器
に
よ
っ
て
は
安

全
性
や
耐
久
性
に
問
題
が
生
じ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

ガ
ス
温
水
器
の
よ
う
に
簡
単
に

ス
イ
ッ
チ
を
切
れ
る
テ
レ
ビ
や

Ａ
Ｖ
機
器
な
ど
で
、
使
わ
な
い

と
き
の
主
電
源
オ
フ
を
習
慣
化

す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
の
が
よ

い
で
し
ょ
う
。
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